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東
京
都
と
の
比
較
を
通
し
て
み
た
沖
縄
県
の
地
域
区
分
の
特
徴

　

日
本
の
総
人
口
は
約
一
億
二
八
四
四
万
人
で
あ
る
。
東
京
都
の
人
口
は
全
国
第
一
位
で
総
人
口
の
約
一
〇
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
一
三
二

〇
万
人
が
住
ん
で
い
る
。
他
方
、
沖
縄
県
の
人
口
は
全
国
二
五
位
人
口
で
、
約
一
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
一
四
五
万
人
し
か
住
ん
で
い
な
い

　

沖
縄
県
に
お
け
る
国
境
離
島
の
地
域
お
こ
し

　
　
八
重
山
地
域
（
石
垣
市
と
与
那
国
町
）
を
中
心
と
し
て
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八
〇

が
、
人
口
で
は
ほ
ぼ
日
本
の
中
位
に
位
置
す
る
規
模
の
県
で
あ
る
。
都
道
府
県
の
単
純
な
平
均
人
口
の
約
二
七
三
万
人
と
比
較
し
た
場
合
、

沖
縄
県
の
人
口
は
全
国
の
平
均
値
の
約
半
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
東
京
都
と
沖
縄
県
の
人
口
規
模
は
ほ
ぼ
一
〇
対
一
で
あ
る
。
た
だ
し

日
本
で
は
、
東
京
都
、
神
奈
川
県
、
大
阪
府
、
愛
知
県
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
兵
庫
県
、
北
海
道
、
福
岡
県
、
静
岡
県
の
上
位
一
〇
の
都

道
府
県
に
全
人
口
の
ほ
ぼ
六
割
に
当
た
る
約
七
二
〇
〇
万
人
が
住
ん
で
お
り
、
残
り
の
三
七
府
県
に
は
約
五
五
〇
〇
万
人
が
住
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
考
え
た
場
合
、
残
り
の
三
七
府
県
の
平
均
人
口
は
約
一
四
九
万
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
沖
縄
県
は
そ
の
平
均
人
口
に
近

い
規
模
の
県
と
い
う
こ
と
に
な
る

（
１
）。

　

ま
た
日
本
の
総
面
積
は
三
七
万
七
九
六
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
東
京
都
の
面
積
は
全
国
第
四
五
位
で
、
国
土
の
〇
・
六
パ
ー

セ
ン
ト
弱
の
二
一
八
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
沖
縄
県
の
面
積
は
第
四
四
位
で
、
国
土
の
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
強
の
二
二
七
七
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
東
京
都
と
沖
縄
県
の
面
積
は
、
日
本
の
平
均
面
積
の
八
〇
四
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
み
れ
ば
そ
の
四
分

の
一
程
度
で
し
か
な
い
。
た
だ
し
日
本
で
は
、
北
海
道
、
岩
手
県
、
福
島
県
、
長
野
県
、
新
潟
県
、
秋
田
県
、
岐
阜
県
、
青
森
県
、
山
形

県
、
鹿
児
島
県
の
上
位
一
〇
の
道
と
県
で
総
面
積
の
半
分
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
残
り
の
三
七
都
府
県
の
総
面
積
は
一
八
万
八
五
〇

三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
の
平
均
面
積
は
五
〇
九
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
と
も
に
平
均
値
の
約
四

〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
面
積
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
類
似
し
た
都
と
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

日
本
の
内
水
を
含
め
た
一
二
海
里
以
内
の
領
海
の
面
積
は
、
約
四
三
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
陸
地
の
一
・
一
六
倍
と
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
ゆ
え
領
土
と
領
海
の
範
囲
す
な
わ
ち
領
域
は
約
八
一
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
陸
地
（
約
三
七
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
二

倍
強
の
面
積
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
日
本
の
接
続
水
域
を
含
ん
だ
排
他
的
経
済
水
域
（
Ｅ
Ｅ
Ｚ
）
は
約
四
〇
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
た
だ
し
、
陸
地
か
ら
二
〇
〇
海
里
ま
で
の
排
他
的
経
済
水
域
を
含
ん
だ
海
水
面
積
は
約
四
四
七
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
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八
一

そ
こ
ま
で
を
領
域
と
考
え
れ
ば
、
日
本
は
世
界
で
七
番
目
の
領
域
を
持
つ
国
家
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
延
長
大
陸
棚
約
一
八
万
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
含
め
る
と
約
四
六
五
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
な
り
、
海
洋
の
管
理
は
国
の
責
任
の
た
め
、
領
海
や
排
他
的
経
済
水
域

を
含
ん
だ
各
都
道
府
県
の
面
積
は
明
確
に
な
っ
て
は
い
な
い
が
、
国
家
と
し
て
は
世
界
第
六
位
の
領
域
を
持
つ
国
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
領
域
ま
で
を
対
象
と
す
る
と
、
日
本
で
最
大
の
領
域
を
有
す
る
都
道
府
県
は
東
京
都
で
あ
り
、
沖
縄
県
は
そ
れ
に
続
く
日
本
で

二
番
目
の
領
域
を
有
す
る
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る

（
２
）。

　

東
京
都
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
は
約
三
八
五
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
そ
の
中
で
伊
豆
諸
島
は
約
五
二

万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
小
笠
原
諸
島
は
約
一
一
九
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
東
京
都
全
体
の
排
他
的
経
済
水
域
は
、
日
本
の
排

他
的
経
済
水
域
の
約
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
七
一
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る

（
３
）。

他
方
沖
縄
の
海
域
は
、「
北
東
か
ら

南
西
へ
弓
状
に
延
び
た
形
を
持
ち
、
長
さ
は
約
一
五
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
最
大
幅
は
約
三
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
面
積
は
約
二

三
万
八
五
四
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

（
４
）」

で
あ
り
、
本
州
と
大
差
な
い
空
間
と
な
っ
て
お
り
、
排
他
的
経
済
水
域
も
約
八
〇
万
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る

（
５
）。

東
京
都
と
沖
縄
県
は
、
広
範
な
海
域
に
点
在
す
る
、
多
く
の
離
島
を
領
域
に
抱
え
て
い
る
と
い
う
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る

都
と
県
と
い
え
る
。
こ
れ
が
東
京
都
と
沖
縄
県
の
特
殊
性
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

東
京
都
の
島
嶼
部
を
除
い
た
面
積
は
一
七
八
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
香
川
県
を
下
回
り
全
国
最
下
位
と
な
る
。
し
か
し
東
京

都
は
東
京
か
ら
約
一
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
海
域
に
点
在
す
る
、
排
他
的
経
済
水
域
約
五
二
万
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
伊
豆
諸
島
と
、
東
京
か
ら
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
か
ら
二
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
点
在
す
る
、
排
他
的
経

済
水
域
約
一
一
九
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
小
笠
原
諸
島
を
領
域
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
東
京
都
は
、
一
七
一
万
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
の
水
域
を
領
域
に
持
つ
、
日
本
で
最
大
規
模
の
都
道
府
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
の
最
南
端
は
東
京
か
ら
約
一
七
四
〇
キ
ロ
メ
ー



八
二

ト
ル
に
位
置
す
る
沖
ノ
鳥
島
で
あ
り
、
日
本
の
最
東
端
は
、
東
京
か
ら
東
南
へ
約
一
八
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る

南
鳥
島
で
あ
る
。
こ
の
距
離
が
も
た
ら
す
空
間
で
あ
る
小
笠
原
諸
島
で
構
成
さ
れ
る
排
他
的
経
済
水
域
は
、
日
本
の
排
他
的
経
済
水
域
の

約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

（
６
）。

な
お
、
島
嶼
部
の
人
口
は
二
万
六
五
七
一
人
で
、
東
京
全
体
の
〇
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
。
沖
縄

県
は
東
京
都
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
先
島
諸
島
に
は
県
内
人
口
の
約
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
一
一
万
人
弱
し
か
住
ん
で
い
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
東
京
都
で
は
本
州
地
域
に
、
沖
縄
県
で
は
沖
縄
本
島
に
人
口
が
過
度
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
長
崎
県
に
は
、
離
島

振
興
法
の
指
定
を
受
け
た
五
一
の
有
人
島
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
平
成
二
二
年
現
在
で
県
人
口
の
九
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
一
三
万
六
九
八
三

人
が
住
ん
で
お
り
、
沖
縄
県
の
人
口
比
に
近
い

（
７
）。

　

沖
縄
県
は
大
別
す
る
と
、
沖
縄
諸
島
・
先
島
諸
島
・
大
東
諸
島
の
三
諸
島
地
域
の
島
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
れ
ゆ
え
沖
縄
県
は
自
ら
を
、「
琉
球
列
島
は
日
本
の
九
州
の
南
か
ら
台
湾
手
前
の
与
那
国
島
ま
で
お
よ
そ
一
二
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

及
び
弓
の
よ
う
な
形
で
点
在
す
る
島
々
で
す
。
琉
球
列
島
と
大
東
諸
島
及
び
尖
閣
諸
島
を
総
称
し
て
南
西
諸
島
と
い
い
ま
す
。
沖
縄
県
は

こ
の
琉
球
列
島
の
ほ
ぼ
南
半
分
と
大
東
諸
島
・
尖
閣
諸
島
か
ら
な
り
、
島
々
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
県
」
で
あ
る
と
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
沖
縄
県
の
「
県
域
は
、
北
緯
二
四
度
か
ら
二
八
度
、
東
経
一
二
二
度
か
ら
一
三
二
度
に
ま
た
が
り
、
南
北
約
四
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
、
東
西
約
一
〇
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
い
う
広
い
範
囲

（
８
）」

に
及
ん
で
お
り
、「
広
大
な
海
域
に
点
在
す
る
お
よ
そ
一
六
〇
の
島
々
の
う
ち
、

有
人
島
四
九
島
、
無
人
島
一
一
一
島
を
構
成
し
て
い
る
。
本
土
の
他
府
県
と
の
大
き
な
違
い
は
島
嶼
地
域
か
ら
県
全
体
が
成
立
し
て
い

る（
９
）」

県
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
多
様
な
地
域
性
が
認
め
ら
れ
る
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

沖
縄
本
島
か
ら
み
た
場
合
、
大
東
諸
島
は
東
方
海
上
約
三
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
北
か
ら
南
に
北
大
東
島
、

南
大
東
島
、
沖
大
東
島
が
連
な
っ
て
い
る
。
北
大
東
島
と
南
大
東
島
は
約
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
が
、
南
大
東
島
と
沖
大
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八
三

東
島
は
約
一
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
。
大
東
諸
島
は
南
大
東
村
と
北
大
東
村
に
分
か
れ
て
お
り
、
南
大
東
島
は
南
大
東
村
で
あ

る
が
、
北
大
東
村
は
南
大
東
島
を
挟
ん
で
北
大
東
島
と
沖
大
東
島
で
北
大
東
村
を
構
成
し
て
い
る
。
北
大
東
島
は
沖
縄
県
の
最
東
端
の
島

で
あ
る
。

　

先
島
諸
島
は
大
き
く
二
つ
の
地
域
に
区
分
さ
れ
る
。
宮
古
地
域
は
本
島
よ
り
約
三
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
宮
古

島
市
と
多
良
間
村
が
存
在
す
る
。
宮
古
島
か
ら
西
に
約
一
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
の
が
八
重
山
地
域
で
あ
り
、

そ
こ
に
は
大
小
三
二
の
島
が
存
在
す
る
。
中
心
と
な
る
石
垣
市
は
本
島
か
ら
約
四
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
。
石
垣
市
役
所
の

隣
接
地
に
竹
富
町
役
場
が
あ
る
。
役
所
が
隣
の
市
に
あ
る
と
い
う
稀
有
な
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
石
垣
市
と
竹
富
町
の
近
さ
が
理
解
で
き
る
。

石
垣
市
か
ら
約
一
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
に
石
垣
市
に
属
す
る
尖
閣
諸
島
が
あ
る
。
与
那
国
島
は
石
垣
島
か
ら
約
一
二
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
距
離
に
あ
る）

（1
（

。

　

日
本
の
最
北
端
は
北
海
道
の
択
捉
島
で
あ
り
、
最
東
端
は
東
京
都
の
南
鳥
島
で
あ
り
、
最
西
端
は
沖
縄
県
の
与
那
国
島
で
あ
り
、
最
南

端
は
東
京
都
の
沖
ノ
鳥
島
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
民
間
人
が
行
く
こ
と
の
で
き
る
と
こ
ろ
で
い
え
ば
、
日
本
の
最
北
端
は
北
海
道
の
宗

谷
岬
、
最
東
端
は
北
海
道
の
納
沙
布
岬
、
最
南
端
は
沖
縄
県
の
竹
富
町
に
あ
る
波
照
間
島
、
最
西
端
は
沖
縄
県
の
与
那
国
島
で
あ
る
。
北

と
東
は
北
海
道
に
、
南
と
西
は
沖
縄
県
の
八
重
山
諸
島
に
あ
る）

（（
（

。
北
海
道
と
沖
縄
県
の
八
重
山
地
域
は
排
他
的
経
済
水
域
を
含
む
領
域
内

で
国
境
線
が
引
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
沖
縄
県
先
島
諸
島
の
宮
古
地
域
と
八
重
山
地
域
は
中
華
人
民
共
和
国
や
台
湾
と
国
境

を
接
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
際
交
流
も
こ
の
地
域
の
大
き
な
要
素
で
あ
る
。
こ
の
点
も
沖
縄
県
の
特
色
の
一
つ
と
い
え
る
。
な
お
長
崎

県
も
対
馬
で
韓
国
と
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
接
し
て
お
り
、
国
際
交
流
が
大
き
な
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。



八
四

二　

沖
縄
県
に
お
け
る
八
重
山
地
域
の
位
置

　

沖
縄
県
に
帰
属
す
る
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
沖
縄
本
島
と
そ
の
周
辺
に
位
置
す
る
慶
良
間
諸
島
や
久
米
島
を
含
む
沖
縄
諸
島
、
宮
古

諸
島
や
八
重
山
諸
島
や
尖
閣
諸
島
か
ら
構
成
さ
れ
る
先
島
諸
島
、
そ
し
て
大
東
諸
島
の
三
諸
島
で
あ
る
。
琉
球
処
分
に
よ
っ
て
一
八
七
九

（
明
治
一
二
）
年
に
設
置
さ
れ
た
沖
縄
県
に
は
、
一
八
九
六
（
明
治
二
九
）
年
に
那
覇
区
と
首
里
区
の
二
区
と
、
国
頭
郡
（
国
頭
各
間
切
と
伊

江
島
）、
中
頭
郡
（
中
頭
郡
各
間
切
）、
島
尻
郡
（
島
尻
各
間
切
と
久
米
島
・
慶
良
間
諸
島
・
渡
名
喜
島
・
伊
平
屋
諸
島
・
鳥
島
・
大
東
島
で
形
成
）、

宮
古
郡
（
宮
古
諸
島
）、
八
重
山
郡
（
八
重
山
諸
島
）
の
五
郡
が
設
置
さ
れ
た
。
沖
縄
県
は
、
大
き
く
は
沖
縄
本
島
を
含
む
沖
縄
諸
島
と
大

東
諸
島
を
合
わ
せ
た
地
域
（「
本
島
と
周
辺
島
嶼
部
」
：
著
者
）
と
先
島
諸
島
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
本
島
と
周
辺
島
嶼
部
に
は

二
つ
の
区
と
三
つ
の
郡
が
、
先
島
諸
島
に
は
宮
古
諸
島
に
一
つ
の
郡
が
、
八
重
山
諸
島
に
一
つ
の
郡
が
設
定
さ
れ
た
。
那
覇
区
と
首
里
区

は
一
九
二
一
（
大
正
一
〇
）
年
に
那
覇
市
と
首
里
市
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
沖
縄
県
の
各
地
域
は
、
大
き
く
は
沖
縄
本
島
を
中
心
と

し
た
地
域
と
先
島
諸
島
の
二
つ
の
地
域
に
区
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
細
分
す
れ
ば
、
市
と
郡
で
構
成
さ
れ
る
五
地
域
に
区
分
す
る
こ
と
が

で
き
る）

（1
（

。

　

一
九
七
二
（
昭
和
四
七
）
年
の
本
土
復
帰
に
よ
り
、
沖
縄
県
の
市
町
村
は
一
〇
市
・
一
六
町
・
二
七
村
の
五
三
市
町
村
に
再
編
さ
れ
、

そ
の
後
一
一
市
・
一
四
町
・
二
〇
村
の
四
五
市
町
村
と
な
っ
た
。
表
１
に
あ
る
よ
う
に
、
五
つ
の
郡
と
四
五
市
町
村
を
対
象
と
し
て
、
一

九
八
九
（
平
成
元
）
年
か
ら
一
九
九
三
（
平
成
四
）
年
に
か
け
て
、
沖
縄
県
に
は
五
つ
の
広
域
市
町
村
圏
が
設
定
さ
れ
た
。
一
九
八
九
（
平

成
元
）
年
に
設
定
さ
れ
た
も
の
が
沖
縄
市
、
う
る
ま
市
、
宜
野
湾
市
と
、
中
頭
郡
の
北
谷
町
、
嘉
手
納
町
、
西
原
町
、
読
谷
村
、
北
中
城
村
、

中
城
村
の
三
市
三
町
三
村
で
構
成
さ
れ
た
「
中
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
と
、
平
良
市
と
旧
宮
古
郡
の
城
辺
町
、
下
地
町
、
伊
良
部
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沖
　
縄
　
県
　
の
　
広
　
域
　
市
　
町
　
村
　
圏

表
１

広
域

市
町

村
名

構
　

　
成

　
　

市
　

　
町

　
　

村
面

積（
㎢

）
人

　
口

備
　

　
　

考

北
部

広
域

市
町

村
圏

名
護

市
、

国
頭

村
、

大
宜

味
村

、
東

村
、

今
帰

仁
村

、
本

部
町

、
恩

納
村

、
宜

野
座

村
、

金
武

村
、

伊
江

村
、

伊
平

屋
村

、
伊

是
名

村
１

市
・

２
町

・
９

村
824.64

（
36.2％

）
129110

（
9.1％

）
伊

平
屋

村
と

伊
是

名
村

は
島

尻
郡

に
帰

属
す

る
村

で
あ

る

中
部

広
域

市
町

村
圏

沖
縄

市
、

う
る

ま
市

、
宜

野
湾

市
、

北
谷

町
、

嘉
手

納
町

、
西

原
町

、
読

谷
村

、
北

中
城

村
、

中
城

村
３

市
・

３
町

・
３

村
261.69

（
11.5％

）
496739

（
35.1％

）

南
部

広
域

市
町

村
圏

那
覇

市
、

浦
添

市
、

糸
満

市
、

豊
見

城
市

、
南

城
市

、
与

那
原

町
、

南
風

原
町

、
八

重
瀬

町
、

渡
嘉

敷
村

、
座

間
味

村
、

粟
国

村
、

渡
名

喜
村

、
南

大
東

村
、

北
大

東
村

、
久

米
島

町
５

市
・

４
町

・
６

村
371.37

（
16.3％

）
678081

（
48.6％

）
島

尻
郡

の
伊

平
屋

村
と

伊
是

名
郡

を
除

い
た

地
域

で
構

成

宮
古

広
域

市
町

村
圏

宮
古

島
市

〔
平

良
市

、
城

辺
町

、
下

地
町

、
上

野
村

、
伊

良
部

町
〕、

多
良

間
村

（〔
　

〕
内

は
合

併
前

の
市

町
）

１
市

・
３

町
・

２
村

226.48
（

10.0）
56023

（
4.0％

）
現

在
は

１
市

１
村

で
構

成
（

３
町

１
村

減
）

八
重

山
広

域
市

町
村

圏
　

石
垣

市
、

竹
富

町
、

与
那

国
町

１
市

・
２

町
591.97

（
26.0％

）
53627

（
3.8％

）

合
　

　
　

計
11市

・
14町

・
20村

2276.15
1,413,580

現
在

は
11市

11町
19村

（
３

町
１

村
減

）

平
　

　
　

均
９

市
町

村
455.23

282,717
現

在
は

平
均

8.2市
町

村

注
：

人
口

と
面

積
は

沖
縄

県
Ｈ

Ｐ
「

市
町

村
の

人
口

・
世

帯
数

・
面

積
」（

http://w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/2431.htm
l）

を
参

照
し

て
作

成
し

た
。



八
六

町
、
上
野
村
、
多
良
間
村
で
設
定
さ
れ
た
「
宮
古
広
域
圏
事
務
組
合
」
で
あ
っ
た
。

　

一
九
九
二
（
平
成
三
）
年
に
は
、
石
垣
市
と
八
重
山
郡
の
竹
富
町
、
与
那
国
町
で
構
成
さ
れ
た
「
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」

が
設
定
さ
れ
た
。
一
九
九
三
（
平
成
四
）
年
に
設
定
さ
れ
た
も
の
が
、
那
覇
市
、
浦
添
市
、
糸
満
市
、
豊
見
城
市
、
南
城
市
と
島
尻
郡
の

伊
平
屋
村
と
伊
是
名
村
を
除
く
与
那
原
町
、
南
風
原
町
、
渡
嘉
敷
村
、
座
間
味
村
、
粟
国
村
、
渡
名
喜
村
、
南
大
東
村
、
北
大
東
村
、
久

米
島
町
、
八
重
瀬
町
の
合
計
五
市
・
四
町
・
六
村
で
構
成
さ
れ
た
「
南
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
と
、
名
護
市
と
国
頭
郡
の
国
頭
村
、

大
宜
味
村
、
東
村
、
今
帰
仁
村
、
本
部
町
、
恩
納
村
、
宜
野
座
村
、
金
武
町
、
伊
江
村
と
島
尻
郡
の
伊
平
屋
村
と
伊
是
名
村
の
合
計
一

市
・
二
町
・
九
村
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
北
部
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
」
で
あ
っ
た
。「
北
部
広
域
市
町
村
圏
」
に
は
、
本
来
「
南
部

広
域
市
町
村
圏
」
に
帰
属
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
島
尻
郡
の
伊
平
屋
村
と
伊
是
名
村
が
編
入
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
言
え
ば
、「
南

部
広
域
市
町
村
圏
」
に
帰
属
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
た
二
村
が
、「
北
部
広
域
市
町
村
圏
」
に
帰
属
す
る
こ
と
に
な
り
、
沖
縄
県
の

広
域
市
町
村
圏
は
、
旧
来
の
郡
の
範
囲
に
若
干
の
修
正
を
加
え
る
形
で
設
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
宮
古
広
域
圏
事
務
組
合
」
は
、

二
〇
〇
五
（
平
成
一
七
）
年
九
月
三
〇
日
に
廃
止
さ
れ
、
翌
日
に
平
良
市
、
城
辺
町
、
下
地
町
、
伊
良
部
町
の
合
併
に
よ
っ
て
宮
古
島
市

が
誕
生
し
た
。
こ
の
合
併
に
よ
り
三
町
一
村
が
消
減
し
た
。
こ
れ
が
沖
縄
県
に
お
け
る
唯
一
の
平
成
の
大
合
併
で
あ
っ
た
。
な
お
宮
古
市

に
は
合
併
一
市
圏
域
を
単
位
と
す
る
、
沖
縄
県
で
唯
一
の
定
住
自
立
圏
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。

　

本
島
と
周
辺
島
嶼
部
を
範
囲
と
す
る
「
北
部
広
域
市
町
村
圏
」
に
は
、
沖
縄
県
の
三
六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
八
二
五
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
中
に
九
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
約
一
三
万
人
が
、「
中
部
広
域
市
町
村
圏
」
に
は
、
一
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
二
六
二
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
中
に
三
五
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
の
約
五
〇
万
人
が
、「
南
部
広
域
市
町
村
圏
」
に
は
、
一
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
三
七
一
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
中
に
四
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
約
六
八
万
人
が
居
住
し
て
い
る
。
全
体
で
は
、
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
面
積
に
九
三
パ
ー
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八
七

セ
ン
ト
の
一
三
〇
万
人
が
居
住
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
北
部
と
中
南
部
を
区
分
し
た
場
合
に
は
、
中
南
部
に
は
二
七
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
に

あ
た
る
六
三
三
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
中
に
、
八
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
一
一
八
万
人
が
居
住
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で

を
那
覇
市
を
中
心
と
し
た
県
庁
所
在
地
の
圏
域
と
考
え
た
場
合
、
沖
縄
県
は
県
庁
所
在
地
の
圏
域
に
過
度
な
人
口
集
中
が
認
め
ら
れ
る
特

殊
な
県
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

他
方
、
先
島
諸
島
の
宮
古
群
島
を
範
囲
と
す
る
旧
「
宮
古
広
域
市
町
村
圏
」
に
は
、
沖
縄
県
の
ほ
ぼ
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
二
二

六
・
四
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
中
に
、
ほ
ぼ
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
五
万
六
千
人
が
住
ん
で
い
る
だ
け
で
あ
り
、「
八
重
山
広
域
市

町
村
圏
」
に
は
、
ほ
ぼ
二
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
五
九
一
・
九
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
面
積
の
中
に
、
わ
ず
か
三
・
八
パ
ー
セ
ン
ト

に
あ
た
る
五
万
四
千
人
が
住
ん
で
い
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
両
地
域
を
合
わ
せ
て
も
、
沖
縄
県
の
三
分
の
一
強
に
あ
た
る
三
六
パ
ー

セ
ン
ト
の
土
地
に
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
弱
の
一
一
万
人
ほ
ど
が
住
ん
で
い
る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
沖
縄
県
は
、
こ
れ
ま
で
の
広

域
市
町
村
圏
を
単
位
で
み
れ
ば
、
県
内
面
積
の
約
三
分
の
一
強
を
占
め
る
北
部
地
域
と
先
島
諸
島
に
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
の
人

口
が
住
ん
で
い
る
だ
け
な
の
に
対
し
て
、
中
部
と
南
部
を
合
わ
せ
た
三
分
の
一
弱
の
地
域
に
、
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
人
口
が
存
在

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
沖
縄
本
島
と
先
島
諸
島
を
対
比
す
れ
ば
、
面
積
の
約
三
分
の
二
を
占
め
る
沖
縄
本
島
と
周
辺
諸
島
地
域
に
人
口
の

九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
集
中
し
て
い
る
。
ま
さ
に
沖
縄
県
は
本
島
集
中
型
の
県
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る）

（1
（

。

　

宮
古
島
は
沖
縄
本
島
か
ら
南
西
に
約
二
八
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
位
置
に
あ
り
、
石
垣
島
は
沖
縄
本
島
か
ら
約
四
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
位
置
に
あ
る
。
宮
古
島
と
石
垣
島
は
約
一
二
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
新
宿
（
東
京
都
庁
）
か
ら
道
府
県
庁
所

在
地
ま
で
の
距
離
で
比
較
す
る
と
、
沖
縄
本
島
と
宮
古
島
の
間
は
新
宿
と
山
形
市
の
距
離
（
二
八
九
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
近
く
、
沖
縄

本
島
と
石
垣
島
の
距
離
は
新
宿
と
神
戸
市
（
四
二
五
・
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
近
く
、
宮
古
島
と
石
垣
島
の
距
離
は
新
宿
と
静
岡
市
（
一
四
二
・



八
八

八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
ほ
ど
離
れ
た
位
置
に
あ
る
。
ま
た
石
垣
市
と
竹
富
町
と
与
那
国
町
で
構
成
さ
れ
て
い
る
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
の
区

域
は
、
八
重
山
諸
島
と
尖
閣
諸
島
が
そ
の
領
域
と
な
っ
て
い
る
。
石
垣
島
か
ら
約
一
七
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
あ
る
尖
閣
諸
島
の
住

所
は
、
石
垣
市
字
登
野
城
二
三
九
〇

－

二
三
九
四
と
な
っ
て
お
り
、
石
垣
市
の
中
心
部
に
帰
属
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
海
域
か
ら
み

る
と
石
垣
市
の
領
域
は
新
宿
か
ら
長
野
市
（
一
七
二
・
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
に
及
ぶ
広
範
な
地
域
の
市
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
石
垣
市
と
竹

富
町
の
位
置
を
見
る
と
、
石
垣
市
役
所
の
隣
接
市
に
竹
富
町
役
場
が
あ
る
よ
う
に
石
垣
市
と
竹
富
町
の
距
離
は
近
い
。
逆
に
石
垣
島
と
与

那
国
島
は
一
二
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
て
お
り
、
関
東
圏
に
お
さ
ま
ら
な
い
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
関
係
に
あ
る）

（1
（

。

　

一
九
九
九
（
平
成
一
一
）
年
三
月
三
一
日
に
、
全
国
の
六
七
〇
市
、
一
九
九
四
町
、
五
六
八
村
の
合
計
三
二
三
二
市
町
村
を
対
象
に
実

施
さ
れ
た
平
成
の
大
合
併
は
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
一
〇
月
六
日
に
、
七
九
〇
市
、
七
四
五
町
、
一
八
三
村
の
合
計
一
七
一
八
市

町
村
と
な
り
、
四
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
（
ほ
ぼ
半
減
）
に
減
少
さ
せ
て
終
了
し
た
。
市
町
村
の
割
合
も
、
全
国
で
は
二
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ

た
市
が
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
町
が
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
村
が
一
一
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
り
、
市
が
二
倍
以
上
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
町
村
は
ほ
ぼ
三
分
の
二
程
度
に
減
少
し
た
。
市
町
村
総
数
の
平
均
は
三
六
・
五
で

あ
り
、
市
の
平
均
は
一
六
・
八
、
町
の
平
均
は
一
五
・
八
、
村
の
平
均
が
三
・
九
と
な
っ
た
。
村
に
関
し
て
い
え
ば
、
村
が
消
滅
し
た
県

が
一
三
、
一
つ
だ
け
残
っ
た
府
県
が
一
二
、
二
と
な
っ
た
県
が
五
で
、
三
〇
府
県
で
平
均
値
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
沖
縄
県
の
平

成
の
大
合
併
は
、
一
〇
市
（
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
）、
一
六
町
（
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）、
二
七
村
（
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
合
計
五
三
市
町
村
が
、

一
一
市
（
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
）、
一
一
町
（
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
）、
一
九
村
（
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
合
計
四
一
市
町
村
と
な
っ
て
終
了
し
た
の

で
あ
り
、
減
少
率
は
全
国
平
均
の
半
分
に
満
た
な
い
二
二
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
村
の
数
は
三
五
村
が
残
っ
た
長
野
県
に
次
い
で

第
二
位
で
あ
っ
た
。
三
位
が
一
五
の
北
海
道
と
福
島
県
で
あ
り
、
五
位
が
一
二
の
奈
良
県
で
あ
り
、
上
位
五
県
が
平
均
値
を
押
し
上
げ
た



沖
縄
県
に
お
け
る
国
境
離
島
の
地
域
お
こ
し
（
山
田
）

八
九

こ
と
が
わ
か
る
。
長
野
県
や
北
海
道
で
は
小
規
模
集
落
が
村
と
し
て
残
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
沖
縄
県
に
小
規
模
町
村
が
残
存
し
た

理
由
と
し
て
は
、
島
嶼
地
域
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄
県
の
地
理
的
な
条
件
が
影
響
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る）

（1
（

。

　

国
境
関
係
か
ら
み
る
と
、
尖
閣
諸
島
の
主
島
で
あ
る
魚
釣
島
と
台
湾
は
一
九
〇
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
て
お
り
、
中
国
大
陸
と
は
三
三
〇
キ
ロ

の
距
離
が
あ
る
。
八
重
山
地
域
の
漁
民
と
台
湾
漁
民
に
と
っ
て
尖
閣
諸
島
海
域
は
ほ
ぼ
等
距
離
に
あ
る
海
域
と
い
え
る
。
ま
た
石
垣
市
と

台
北
市
は
約
二
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
与
那
国
島
は
台
湾
ま
で
は
一
一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
沖
縄
本

島
よ
り
台
湾
に
近
い
。
少
し
広
い
目
で
見
て
い
く
と
、
日
本
で
東
南
ア
ジ
ア
に
最
も
近
い
地
域
、
あ
る
い
は
海
路
で
は
東
南
ア
ジ
ア
か
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
中
央
ア
ジ
ア
を
経
由
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
フ
リ
カ
に
最
も
近
い
日
本
の
地
域
と
い

う
こ
と
も
で
き
る
。
こ
う
し
た
地
理
的
条
件
も
八
重
山
地
域
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
国
際
関
係
の
変
化
の
影
響
を
最

も
受
け
や
す
い
地
域
と
い
う
こ
と
も
で
き
る）

（1
（

。

三　

八
重
山
地
域
の
特
徴

　

八
重
山
群
島
は
北
緯
二
四
度
二
分
か
ら
二
五
度
五
五
分
、
東
経
一
二
二
度
五
五
分
か
ら
一
二
四
度
三
四
分
の
範
囲
に
あ
り
、
南
西
諸
島

の
中
で
も
台
湾
に
近
い
南
西
端
に
大
小
三
二
の
島
々
で
構
成
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
そ
の
中
で
与
那
国
島
は
我
が
国
の
最
西
端
に
、

波
照
間
島
は
我
が
国
の
有
人
島
の
中
で
最
南
端
に
位
置
し
て
い
る
。
沖
縄
本
島
（
那
覇
）
か
ら
石
垣
島
ま
で
の
距
離
は
約
四
一
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
、
圏
域
の
総
面
積
は
五
九
一
・
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、
全
県
面
積
（
二
二
七
一
・
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
約
四
分
の
一
に

相
当
す
る
圏
域
で
あ
る
。
西
表
島
（
二
八
九
・
二
七
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
沖
縄
本
島
に
次
い
で
二
番
目
に
大
き
く
、
石
垣
島
（
二
二
八
・

九
一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
は
三
番
目
に
大
き
な
島
で
あ
る
。
八
重
山
群
島
の
有
人
島
は
一
二
島
で
、
石
垣
市
一
島
、
与
那
国
町
一
島
、
竹



九
〇

富
町
一
〇
島
か
ら
な
っ
て
い
る
。
無
人
島
は
尖
閣
諸
島

も
含
め
て
石
垣
市
に
一
三
島
と
竹
富
町
に
七
島
存
在
す

る
）
（1
（

。

　

八
重
山
圏
域
の
産
業
別
就
業
者
人
口
を
見
る
と
、
昭

和
五
〇
年
に
は
第
一
次
産
業
就
業
者
数
が
二
八
・
三

パ
ー
セ
ン
ト
、
第
二
次
産
業
就
業
者
数
が
二
〇
・
五

パ
ー
セ
ン
ト
、
第
三
次
産
業
就
業
者
数
が
四
四
・
〇

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
二
年
度
に
は
そ
れ

ぞ
れ
一
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
九
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、

六
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
次
産
業

就
業
者
数
の
減
少
の
主
た
る
要
因
は
、
生
産
基
盤
の
整

備
充
実
に
よ
り
経
営
面
積
の
拡
大
や
機
械
化
が
普
及
し

労
働
の
省
力
化
が
進
ん
だ
こ
と
や
、
他
の
産
業
と
の
所

得
格
差
が
拡
大
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
就
業
者
が
第
三

次
産
業
へ
流
れ
た
こ
と
の
結
果
と
推
測
さ
れ
て
い
る）

（1
（

。

　

石
垣
市
と
竹
富
町
と
与
那
国
町
か
ら
構
成
さ
れ
る
八

重
山
地
域
は
、
広
範
な
領
域
に
点
在
す
る
島
々
で
構
成

　八重山地域産業別就業者数と比率 表２

第一次
産業

第二次
産業

第三次
産業 ＊合計 総数

石垣市
就業者数 1,957 3,190 14,890 20,037 22,275

比率 9.7
（8.8）％

15.9
（14.3）％

74.3
（66.8）％

竹富町
就業者数 407 150 1,574 2,131 2,268

比率 19
（17.9）％

7.1
（6.6）％

73.9
（69.4）％

与那国町
就業者数 153 207 619 979 980

比率 15.6％ 21.1％ 63.1％ （合計と総数は
ほぼ一致）

八重山
地域

就業者数 2,517 3,547 15,504 21,568 25,523
比率 9.8％ 13.9％ 60.7％

沖縄県
就業者数 28,713 81,142 81,142 190,997

比率 5.4％ 15.4％ 79.2％
註：石垣市と竹富町は100パーセントではないので母数は表にある合計を用いた。
　　�八重山地区の行の合計数を「＊合計」の欄に入れた。この数字は＊合計の列の合算と

は異なる。
　　比率は合計で除したものであり、（　）は総数で除した数字である。
　　八重山地域の数字は沖縄県「八重山要覧」参照した。
　　沖縄県の数字は沖縄県企画部統計課「沖縄県の概要」を参照した。
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山
田
）

九
一

さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
理
的
な
条
件
や
独
自
の
自
然
環
境
や
文
化
な
ど
を
背
景
に
特
徴
あ
る
地
域
と
し
て
の
独
自
性
を
保
っ
て
い

る
。
表
２
の
各
列
の
合
計
数
で
割
っ
た
数
字
か
ら
は
、
石
垣
市
が
ほ
ぼ
沖
縄
県
の
全
体
的
な
傾
向
に
近
く
、
第
三
次
産
業
中
心
型
の
地
域

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
竹
富
町
は
第
一
次
産
業
へ
の
依
存
度
が
比
較
的
高
く
、
第
二
次
産
業
が
あ
ま
り
育
っ
て
い
な
い
地
域
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
与
那
国
町
は
第
一
次
産
業
と
第
二
次
産
業
の
比
率
が
と
も
に
高
い
。
そ
う
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
成
の
大

合
併
の
際
も
最
終
的
に
は
独
立
し
た
一
市
二
町
は
現
状
の
ま
ま
で
い
る
こ
と
を
選
択
し
た
の
で
あ
る）

（1
（

。

　

一
九
四
七
年
七
月
一
〇
日
に
誕
生
し
た
石
垣
市
は
「
琉
球
弧
及
び
日
本
列
島
の
最
南
西
端
に
位
置
し
、
那
覇
か
ら
約
四
一
〇
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
、
東
京
都
は
一
九
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
隣
国
台
湾
（
台
北
）
と
は
約
二
八
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
位
置
す
る
国
境
の
都
市
で

あ
り
、
ア
ジ
ア
と
の
結
節
点
と
な
る
位
置
に
あ
る
。
石
垣
市
は
一
市
二
町
、
一
〇
の
有
人
島
か
ら
な
る
八
重
山
諸
島
の
拠
点
で
あ
り
、
沖

縄
県
第
三
位
（
二
二
二
・
一
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
の
面
積
を
有
す
る
石
垣
島
と
尖
閣
諸
島
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。」（
統
計
い
し
が
き　

平

成
二
六
年
度　

第
三
七
号
）
市
で
あ
る
。
面
積
は
二
二
九
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
人
口
は
四
万
八
八
一
六
人
と
な
っ
て
い
る
。
外
国
人
登
録

者
は
二
六
五
人
で
、
人
口
の
約
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
が
四
三
人
、
韓
国
人
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
が
そ
れ
ぞ
れ

三
三
人
、
台
湾
人
が
三
一
人
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
石
垣
市
の
労
働
力
は
、
平
成
二
二
年
の
一
五
歳
以
上
就
業
者
二
万
二
二
七
五
人
の
産
業
別
分
布
を
み
る
と
、「
卸
売
・
小
売
業
」

の
二
九
八
五
人
（
全
体
の
一
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
最
も
多
く
、
次
い
で
「
飲
食
店
・
宿
泊
業
」
二
六
〇
二
人
（
同
一
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）、

「
建
設
業
」
二
〇
七
一
人
（
同
九
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）、「
医
療
・
福
祉
」
二
〇
六
八
人
（
同
九
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
）
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

産
業
を
三
部
門
に
ま
と
め
て
、
そ
の
就
業
者
の
割
合
を
み
る
と
、
第
三
次
産
業
が
一
万
四
八
九
〇
人
（
全
体
の
六
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
と

大
半
を
占
め
、
次
い
で
第
二
次
産
業
が
三
一
九
〇
人
（
同
一
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）、
第
一
次
産
業
が
一
九
五
七
人
（
同
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）



九
二

の
順
と
な
っ
て
い
る
。
産
業
別
構
成
の
過
去
一
〇
年
間
の
推
移
は
、
第
一
次
産
業
は
平
成
一
二
年
の
二
四
〇
八
人
（
全
体
の
一
二
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
）
か
ら
二
二
年
一
九
五
七
人
（
同
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
三
・
五
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。
第
二
次
産
業
は
、
平
成
一
二
年
の

三
八
五
二
人
（
同
一
九
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
か
ら
二
二
年
三
一
九
〇
人
（
同
一
四
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
五
・
一
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
減
少
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
第
三
次
産
業
は
平
成
一
二
年
の
一
万
三
二
三
二
人
（
同
六
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
か
ら
一
七

年
一
万
五
一
三
二
人
（
同
七
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
か
ら
二
二
年
一
万
四
八
九
〇
人
（
同
六
六
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
変
動
は
あ
り
な
が
ら
も
、

石
垣
市
の
基
幹
産
業
と
し
て
安
定
し
た
数
値
で
推
移
し
て
い
る
の
で
あ
る）

（1
（

。
観
光
を
中
心
と
し
た
島
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

石
垣
市
の
農
林
水
産
業
を
見
る
と
、
全
農
家
の
約
七
割
近
く
が
、
生
活
の
基
盤
は
農
業
が
支
え
て
い
る
と
い
え
る
。
専
兼
業
別
に
見
る

と
、
兼
業
農
家
の
ほ
う
が
五
六
六
戸
（
全
体
の
五
八
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
一
見
多
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
農
業
所
得
を
主
と
す
る

第
一
種
兼
業
農
家
と
、
専
業
農
家
を
足
す
と
六
五
一
戸
（
同
六
七
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
で
は
、
農
業
が
主
な
所

得
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
農
業
の
主
要
産
物
の
生
産
額
は
三
三
億
三
千
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。
ま
た
石
垣
市
で
は
、「
肉

用
牛
飼
養
頭
数
が
沖
縄
県
総
飼
養
頭
数
の
約
三
割
を
占
め
、
毎
月
の
家
畜
セ
リ
に
は
全
国
各
地
か
ら
購
買
者
が
訪
れ
る
黒
毛
和
牛
子
牛
生

産
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
肥
育
牛
に
つ
い
て
は
『
石
垣
牛
』
が
全
国
的
に
有
名
と
な
り
、
観
光
業
な
ど
に
も
寄
与
す
る
本
市
の
主

要
農
産
物
と
な
っ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
肉
用
牛
の
取
引
額
だ
け
で
も
四
一
億
三
千
万
円
で
あ
る
。
水
産
業
を
見
る
と
、
石
垣
市
に
は
沖

縄
に
三
港
し
か
な
い
第
二
種
漁
港
で
あ
る
石
垣
漁
港
と
第
一
種
漁
港
で
あ
る
登
野
城
、
船
越
、
伊
野
田
の
三
漁
港
が
あ
る
。
そ
の
組
合
員

数
は
三
〇
二
人
で
あ
り
、
水
揚
げ
量
は
八
億
九
千
万
円
で
あ
る
。
畜
産
業
を
含
む
農
業
は
、
石
垣
島
の
魅
力
を
支
え
る
重
要
な
産
業
で
あ

る
。
今
後
は
生
産
か
ら
加
工
、
販
売
、
サ
ー
ビ
ス
が
一
体
と
な
っ
た
農
産
業
の
さ
ら
な
る
発
展
が
望
ま
れ
て
い
る
が
、
水
産
業
は
さ
ほ
ど

大
き
な
規
模
で
は
な
い）

11
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沖
縄
県
に
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け
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境
離
島
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田
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竹
富
町
は
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
七
月
二
日
に
誕
生
し
、
二
〇
〇
八
年
に
は
「
琉
球
列
島
の
最
南
端
八
重
山
郡
に
属
し
、
石
垣

島
の
南
西
に
点
在
す
る
一
六
の
島
々
（
有
人
島
九
島
、
無
人
島
七
島
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
、
総
面
積
三
三
四
・
〇
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

東
西
約
四
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
南
北
四
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
広
範
囲
に
及
ぶ
」
町
で
あ
り
、「
町
役
場
を
八
重
山
経
済
の
中
心
地
（
石
垣
市
）

に
置
く
特
異
な
行
政
形
態
と
な
っ
て
い
る
」
町
で
あ
る
。「
北
緯
二
四
度
線
上
に
浮
か
ぶ
島
々
で
成
り
立
ち
、
沖
縄
本
島
か
ら
南
西
に
四

五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
八
重
山
諸
島
、
石
垣
島
の
南
西
に
点
在
す
る
大
小
一
六
の
島
か
ら
な
る
。
最
大
の
島
は
県
下
で
も
二
番
目
に
大
き

い
西
表
島
、
ま
た
、
日
本
最
南
端
の
有
人
島
波
照
間
島
・
竹
富
島
・
小
浜
島
・
黒
島
・
鳩
間
島
・
新
城
島
・
嘉
弥
真
島
の
島
々
か
ら
な
り
、

東
シ
ナ
海
と
太
平
洋
に
翡
翠
玉
の
よ
う
に
ち
ら
ば
る
」（
竹
富
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
。
一
部
著
者
が
修
正
）
町
な
の
で
あ
る
。
人
口
は
平
成
二
六
年
末

現
在
四
二
〇
五
人
で
あ
る）

1（
（

。

　

竹
富
町
の
農
業
従
事
者
は
三
六
九
名
、
林
業
は
三
名
、
漁
業
が
三
五
名
と
な
っ
て
い
る
。
第
一
次
産
業
に
お
い
て
は
大
き
く
農
業
に
依

存
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
第
二
次
産
業
の
従
事
者
は
建
設
業
と
製
造
業
が
と
も
に
七
五
人
で
規
模
の
小
さ
さ
が
わ
か
る
。
第
三
次
産

業
の
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
六
二
五
人
が
飲
食
業
と
宿
泊
業
に
従
事
し
て
い
る
。
石
垣
空
港
と
波
照
間
島
の
空
路
は
現
在
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
。

海
路
で
は
石
垣
港
と
竹
富
島
は
六
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
高
速
船
が
一
〇
分
で
、
黒
島
と
小
浜
島
は
一
八
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
二
五
分

で
、
西
表
島
で
は
大
原
港
が
三
一
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
三
五
分
で
、
上
原
港
が
三
八
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
四
〇
分
で
、
波
照
間
島
は

三
八
・
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
四
〇
分
で
結
ん
で
い
る
。
各
島
々
が
石
垣
島
と
の
結
び
つ
き
が
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。
船
会
社
の
情
報
で
は

少
し
時
間
が
か
か
る
が
、
条
件
次
第
で
は
、
竹
富
町
の
各
島
に
は
石
垣
島
を
拠
点
と
し
て
日
帰
り
観
光
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
住
民
や

旅
行
客
の
数
か
ら
み
て
も
、
竹
富
町
は
石
垣
島
へ
の
経
済
的
依
存
度
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
が
竹
富
町
役
場
を
石
垣
市
に
置
い
た

理
由
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る）

11
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。
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竹
富
町
は
石
垣
市
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
を
前
提
に
、
八
重
山
地
域
の
合
併
に
向
け
た
動
き
を
活
発
化
さ
せ
た
時
期
が
あ
る
。
町
長
は

反
対
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
の
住
民
投
票
で
は
一
一
三
二
対
一
〇
三
二
で
賛
成
票
が
上
回
っ
た
。
し
か
し
町
長
の
消
極
的
姿
勢
と
、

議
会
の
二
度
に
わ
た
る
合
併
議
案
の
否
決
に
よ
っ
て
実
現
し
な
か
っ
た
。
そ
の
後
竹
富
町
と
石
垣
市
は
義
務
教
育
教
科
書
の
採
択
を
め
ぐ
っ

て
対
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
教
科
書
採
択
地
域
の
一
つ
で
あ
っ
た
八
重
山
地
区
で
は
、「
二
〇
一
二
年
か
ら
使
用
さ
れ
る
中
学
校
の
教

科
書
に
つ
い
て
石
垣
市
、
竹
富
町
、
与
那
国
町
か
ら
な
る
沖
縄
県
八
重
山
採
択
地
区
協
議
会
は
一
一
年
八
月
二
三
日
、
Ａ
社
（
育
鵬
社
・

著
者
加
筆
）
発
行
の
公
民
教
科
書
を
採
択
す
る
と
多
数
派
が
答
申
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
に
反
発
し
た
竹
富
町
教
育
委
員
会
は
、
そ
れ

と
は
別
に
独
自
に
Ｂ
社
（
東
京
書
籍
・
著
者
加
筆
）
発
行
の
公
民
教
科
書
の
採
択
を
決
定
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
沖
縄
県
教
委
は
、
採
択
教

科
書
の
一
本
化
を
図
る
よ
う
八
重
山
地
区
の
三
教
委
に
働
き
か
け
、
そ
の
結
果
、
九
月
八
日
に
三
教
委
の
全
教
育
委
員
に
よ
る
臨
時
会
議

が
開
催
さ
れ
、
先
の
答
申
を
覆
し
て
Ｂ
社
（
東
京
書
籍
）
教
科
書
を
採
択
す
る
こ
と
が
賛
成
多
数
で
決
ま
っ
た
。
し
か
し
、
今
度
は
こ
の

決
定
に
対
し
て
、
石
垣
市
教
委
と
与
那
国
町
教
委
の
教
育
長
が
文
部
科
学
省
に
直
接
異
議
を
申
し
立
て
た
こ
と
か
ら
事
態
は
さ
ら
に
複
雑

化
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た）

11
（

」
と
い
う
混
乱
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
こ
の
八
重
山
地
区
の
教
科
書
採
択
問
題
は
、
二
〇
一
四
年
四
月
一
六
日
の
「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書
用
図
書
の
無
償
措
置

に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
に
よ
っ
て
一
挙
に
解
決
さ
れ
た
。
当
該
都
道
府
県
の
採
択
区
域
の
条
件
が
「
市
若
し
く
は
郡
の
区
域
又
は
こ
れ

ら
の
区
域
を
あ
わ
せ
た
地
域
」
か
ら
、「
市
町
村
の
区
域
又
は
こ
れ
ら
の
区
域
を
併
せ
た
地
域
に
」
と
改
正
さ
れ
た）

11
（

。
こ
れ
を
受
け
て
沖

縄
県
教
育
委
員
会
は
竹
富
町
を
八
重
山
採
択
地
区
か
ら
独
立
し
た
採
択
地
区
と
す
る
こ
と
で
問
題
の
解
決
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結

果
、
合
併
の
話
は
消
滅
し
た
と
い
え
る
。
こ
う
し
た
対
立
の
背
景
に
は
政
治
的
な
対
立
も
認
め
ら
れ
る）

11
（

。

　

与
那
国
島
は
、「
面
積
二
八
・
八
八
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
一
六
二
五
人
、
年
平
均
気
温
二
三
・
九
度
、
年
間
降
水
量
三
〇
〇
〇
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縄
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ミ
リ
の
、
北
緯
二
四
度
二
七
分
、
東
経
一
二
二
度
五
六
分
〇
四
秒
に
位
置
す
る
黒
潮
わ
き
た
つ
わ
が
国
最
西
端
の
孤
島
で
あ
る
。
石
垣
島

か
ら
一
二
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
沖
縄
本
島
か
ら
南
西
へ
五
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
東
京
か
ら
一
九
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
台
湾
か
ら
一
一

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
。
黒
潮
の
激
流
が
造
り
上
げ
た
す
ば
ら
し
い
自
然
と
多
様
な
文
化
が
色
濃
く
息
づ
い
て
い
る
」
と
い
う

特
徴
が
あ
る
島
で
あ
る
。
島
全
体
が
切
り
立
っ
た
が
け
の
よ
う
な
形
状
を
し
て
お
り
ゴ
ツ
ゴ
ツ
と
し
た
岩
肌
が
む
き
出
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
多
い
雄
雄
し
い
島
で
あ
る
。
島
の
主
な
産
業
は
、
漁
業
、
農
業
、
畜
産
業
、
観
光
業
で
、
島
内
の
約
三
分
の
二
は
牧
草
地
な
ど
の
緑
地

帯
と
な
っ
て
い
る
。

　

与
那
国
町
は
、
一
九
四
七
（
昭
和
二
二
）
年
一
二
月
一
日
に
町
制
を
施
行
し
、
二
〇
一
二
（
平
成
二
四
年
）
に
町
制
施
行
六
五
周
年
を
迎

え
た
一
島
一
町
の
自
治
体
で
あ
る
。
島
の
周
囲
は
切
り
立
っ
た
断
崖
が
続
き
、
地
勢
は
変
化
に
富
ん
で
雄
大
な
名
勝
地
が
多
く
、
か
つ
水

資
源
に
恵
ま
れ
て
、
観
光
、
農
水
産
業
面
に
大
き
な
潜
在
力
を
秘
め
て
い
る
。
ま
た
台
湾
と
の
国
境
に
位
置
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
歴
史
・

民
俗
・
文
化
な
ど
に
特
異
性
が
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
的
伝
説
も
多
彩
な
島
で
あ
る
。
平
成
の
大
合
併
に
際
し
て
は
、
八
重
山
地
域
の
合
併
を

模
索
す
る
動
き
も
あ
っ
た
が
、
町
民
大
会
を
経
て
中
学
生
以
上
の
住
民
投
票
の
結
果
、
自
立
の
道
を
選
択
し
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
地
域

お
こ
し
策
の
一
つ
と
し
て
「
国
際
カ
ジ
キ
釣
り
大
会
」
や
「
島
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
や
「
与
那
国
島
ふ
れ
あ
い
星
空
観
望
会
」
な
ど
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
島
の
民
謡
を
歌
い
継
ぐ
た
め
の
試
み
と
し
て
「
ド
ゥ
ナ
ン
ス
ン
カ
ニ
大
会
」
を
開
催
し
て
い
る）

11
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。

　

八
重
山
地
域
は
、
石
垣
島
を
中
心
と
し
た
交
通
体
系
の
中
に
あ
り
、
経
済
的
に
も
石
垣
市
に
大
き
く
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
認

め
ら
れ
る
。
高
等
学
校
も
石
垣
市
に
し
か
な
く
、
介
護
施
設
も
石
垣
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
多
く
の
島
に
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が

あ
り
、
多
様
な
地
域
的
特
性
を
見
せ
て
い
る
地
域
で
も
あ
る
。
台
湾
に
近
く
、
中
華
人
民
共
和
国
と
も
国
境
を
接
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

国
際
関
係
が
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
の
あ
る
地
域
で
も
あ
る
。
ま
た
石
垣
市
一
極
集
中
に
対
す
る
地
域
の
独
自
性
の
確
保
が
課
題



九
六

と
な
っ
て
い
る
地
域
で
も
あ
る
。

四　

石
垣
市
と
与
那
国
町
の
特
徴

　
　
　
　
　

聞
き
取
り
調
査
か
ら
見
え
て
き
た
も
の　
　

　

石
垣
市
は
毎
年
人
口
が
一
〇
〇
名
程
度
で
は
あ
る
が
増
加
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。
住
民
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
四
七
都
道
府
県
の

出
身
者
が
在
住
し
て
い
る
こ
と
と
、
海
外
の
三
六
か
国
の
出
身
者
が
暮
ら
し
て
い
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
市
の
説
明
に
よ
れ
ば

そ
の
要
因
の
一
つ
が
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
実
施
で
あ
る
。
世
界
各
国
の
参
加
者
の
支
援
や
応
援
の
た
め
に
多
く
の
国

の
人
々
が
来
島
し
、
島
に
愛
着
を
持
っ
た
人
々
が
定
住
し
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
年
間
六
〇
万
人
を
こ
す

一
般
の
観
光
客
の
中
か
ら
も
、
島
へ
の
愛
着
を
感
じ
て
定
住
し
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
観
光
収
入
は
年
間
約
六
〇
〇
億
円
で
、
市
の
財

政
規
模
が
年
三
〇
〇
億
円
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
観
光
産
業
の
貢
献
度
の
高
さ
が
わ
か
る
。

　

石
垣
市
の
第
一
次
産
業
就
業
人
口
の
少
な
さ
は
、
石
垣
市
の
食
料
自
給
率
の
低
さ
を
象
徴
し
て
い
る
。
石
垣
市
は
平
地
が
多
い
こ
と
か

ら
、
食
料
自
給
率
を
高
め
る
潜
在
力
は
あ
る
も
の
の
、
自
給
的
農
業
や
家
庭
菜
園
が
多
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
食
糧
自
給
率
を
向
上
さ

せ
る
可
能
性
は
低
い
。
漁
業
に
関
し
て
い
え
ば
、
第
二
種
漁
港
で
あ
る
石
垣
漁
港
を
沿
岸
漁
業
の
基
地
と
し
て
順
次
そ
の
整
備
を
進
め
て

い
る
が
、
石
垣
の
漁
民
は
小
規
模
な
沿
岸
漁
業
が
中
心
の
た
め
、
長
期
に
わ
た
る
漁
業
は
し
て
い
な
い
。
尖
閣
諸
島
で
の
漁
業
に
は
、
燃

料
代
の
高
騰
も
あ
り
少
な
く
て
も
一
週
間
程
度
の
滞
在
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
尖
閣
諸
島
周
辺
の
海
域
は
荒
海
で
あ
り
、
長
期
の
漁
業

を
行
う
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
船
溜
ま
り
や
灯
台
や
通
信
施
設
が
必
要
で
あ
り
、
石
垣
漁
民
が
現
在
の
と
こ
ろ
尖
閣
周
辺
で
漁
業
を
行

う
可
能
性
は
低
い
。
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石
垣
市
の
地
理
的
な
特
徴
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は
「
日
本
で
あ
っ
て
日
本
で
な
い
」
で
あ
る
。
八
重
山
地
域
の
独
自
性
を
生
か
し
た

も
の
を
売
り
込
む
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
亜
熱
帯
の
自
然
や
、
南
の
海
を
楽
し
む
ダ
イ
ビ
ン
グ
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
あ
る
い
は
釣
り

な
ど
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
き
た
。
な
お
、
冬
場
の
観
光
客
を
確
保
す
る
た
め
農
協
観
光
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
冬
場
に
東
北
か
ら

の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
に
行
っ
て
き
た
農
協
観
光
の
影
響
も
あ
り
、
山
形
県
の
上
山
市
や
岩
手
県
の
北
上
市
と
の
交
流
が
続
い
て
い

る
。
特
に
北
上
市
を
中
心
と
す
る
岩
手
県
と
は
、
一
九
九
三
年
の
大
冷
害
の
年
に
、
次
年
度
の
農
作
業
の
た
め
に
岩
手
県
の
種
も
み
を
肥

育
し
た
こ
と
か
ら
、
現
在
で
も
「
か
け
は
し
交
流
」
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
努
力
も
あ
り
、
二
〇
一
四
年
ま
で
の
二
月
と
三
月

の
観
光
客
数
は
、
七
月
と
八
月
の
観
光
客
と
肩
を
並
べ
て
い
た
。
そ
の
他
、
日
本
各
地
と
の
交
流
促
進
策
と
し
て
、
一
九
六
九
年
の
愛
知

県
岡
崎
市
と
の
親
善
都
市
協
定
を
手
始
め
に
、
一
九
八
七
年
に
は
北
海
道
稚
内
市
と
「
友
好
都
市
」
協
定
を
結
ん
だ
。
二
〇
〇
〇
年
に
は

徳
島
県
上
板
町
と
「
ゆ
か
り
の
ま
ち
」
と
な
っ
た
。
二
〇
一
四
年
に
は
こ
れ
ま
で
「
か
け
は
し
協
定
」
を
継
続
し
て
い
た
岩
手
県
北
上
市

と
「
友
好
都
市
」
協
定
を
締
結
し
た
り
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

観
光
客
の
増
加
策
と
し
て
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
関
係
で
は
、
石
垣
島
ラ
イ
ド
を
中
心
と
し
た
自
転
車
で
の
ツ

ア
ー
の
企
画
、
石
垣
島
マ
ラ
ソ
ン
、
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
実
施
、
国
際
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
の
実
施
、
千
葉
ロ
ッ
テ
・
マ
ー

リ
ン
ズ
の
キ
ャ
ン
プ
誘
致
と
日
本
で
最
初
に
開
催
さ
れ
る
オ
ー
プ
ン
戦
の
誘
致
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
女
性
客
の

増
加
も
狙
い
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
台
湾
か
ら
の
観
光
客
は
多
く
、
石
垣
島
ラ
イ
ド
、
石
垣
島
マ
ラ
ソ
ン
、
ト
ラ

イ
ア
ス
ロ
ン
・
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
国
際
ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス
あ
る
い
は
釣
り
な
ど
を
中
心
に
来
島
し
て
い
る
。
今
後
さ
ら
に
地
域
間
交
流
を

拡
大
し
観
光
客
の
増
加
に
努
め
る
意
欲
は
強
い
。
た
だ
し
韓
国
か
ら
の
観
光
客
は
少
な
く
、
き
ち
ん
と
し
た
対
応
が
望
ま
れ
る
。
近
年
で

は
マ
レ
ー
シ
ア
船
籍
の
ク
ル
ー
ズ
船
の
来
島
が
実
現
し
た
。
た
だ
し
、
台
湾
の
基
隆
港
か
ら
那
覇
港
へ
向
か
う
ク
ル
ー
ズ
の
途
中
の
一
時



九
八

帰
島
に
す
ぎ
ず
、
数
時
間
の
一
時
上
陸
程
度
で
あ
る
の
で
、
八
重
山
全
体
の
魅
力
を
発
信
し
て
長
時
間
の
滞
在
を
可
能
に
す
る
取
り
組
み

が
必
要
で
あ
る
。

　

日
本
の
み
な
ら
ず
外
国
と
の
交
流
も
行
っ
て
い
る
。
一
九
八
二
年
に
八
重
山
青
年
会
議
所
が
蘇
澳
港
國
際
青
年
商
會
と
姉
妹
交
流
を
始

め
た
こ
と
か
ら
、
一
九
九
五
年
に
は
台
湾
（
臺
灣
）・
宜
蘭
懸
・
宜
蘭
市
・
蘇
澳
鎮
と
「
姉
妹
都
市
協
定
」
を
結
び
漁
業
を
中
心
と
し
た

交
流
を
行
っ
て
い
る
。
一
九
九
九
年
に
は
ハ
ワ
イ
州
の
カ
ウ
ア
イ
郡
と
「
姉
妹
都
市
協
定
」
を
結
ん
だ
。
二
〇
〇
一
年
に
は
台
湾
（
臺
灣
）

花
蓮
港
と
「
姉
妹
港
」
協
定
を
結
ん
だ
。
特
に
新
石
垣
空
港
が
完
成
し
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
併
設
し
た
の
で
、
台
湾
（
臺
灣
）
花
蓮
空
港

と
夏
季
の
み
で
は
あ
る
が
定
期
チ
ャ
ー
タ
ー
便
の
運
航
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
国
際
定
期
便
の
就
航
を
実
現
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

石
垣
市
役
所
で
は
そ
れ
以
外
に
も
多
く
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
今
回
の
共
同
研
究
は
「
国
境
を
挟
ん
だ
地
域
（
離
島
）
を
中

心
と
し
た
国
際
交
流
の
実
態
の
調
査
が
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
教
科
書
問
題
等
の
話
は
報
告
書
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
。
調
査
の
後

の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
中
華
人
民
共
和
国
の
尖
閣
諸
島
海
域
へ
頻
繁
な
接
近
や
違
法
行
為
に
対
し
て
、
国
土
保
全
の
視
点
か
ら
の
自
衛
隊

の
配
備
問
題
が
生
じ
て
き
て
い
る
。
今
後
の
石
垣
島
を
め
ぐ
る
動
き
に
注
意
を
払
っ
て
い
き
た
い）
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。

　

与
那
国
町
は
、
天
気
が
良
け
れ
ば
台
湾
が
見
え
る
ほ
ど
、
台
湾
に
近
い
日
本
最
南
端
の
島
で
あ
る
。
た
だ
し
近
年
で
は
、
中
国
大
陸
の

郊
外
で
汚
染
さ
れ
た
空
気
が
台
湾
を
覆
い
、
そ
こ
に
台
湾
の
汚
染
さ
れ
た
空
気
が
混
じ
る
こ
と
で
空
気
が
さ
ら
に
汚
染
さ
れ
、
台
湾
が
見

え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
船
も
台
湾
に
近
づ
く
に
し
た
が
っ
て
汚
れ
が
付
く
の
で
、
漁
民
は
あ
ま
り
台
湾
へ
は
近
づ
か
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

与
那
国
町
で
は
、
人
口
減
少
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
一
〇
〇
名
程
度
の
人
口
増
加
策
を
模
索
し
て
い
た
。
高
齢
化
は
進
展
し
て
い
る
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が
あ
る
程
度
若
者
の
数
は
確
保
さ
れ
て
い
た
。
与
那
国
町
は
沖
縄
県
内
市
町
村
の
中
で
は
四
番
目
の
所
得
水
準
を
誇
っ
て
お
り
、
子
供
た

ち
の
進
学
率
は
高
い
。
し
か
し
島
に
は
中
学
校
ま
で
し
か
な
い
の
で
、
若
者
は
「
一
五
の
春
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
高
等
学
校
進
学
を

機
会
に
島
を
出
る
こ
と
に
な
る
。
島
を
出
た
若
者
の
大
半
は
島
に
は
戻
っ
て
こ
な
い
。
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
若
者
の
人
口
が
あ
る
程

度
確
保
さ
れ
て
い
る
理
由
は
、
島
を
訪
れ
た
若
者
の
一
部
が
島
を
気
に
入
り
定
住
す
る
こ
と
が
多
い
た
め
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

た
観
光
産
業
で
働
く
若
者
の
多
く
が
島
以
外
の
出
身
だ
と
答
え
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
そ
う
し
た
傾
向
が
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
た
。

今
後
は
島
を
出
た
若
者
が
、
定
年
退
職
後
に
戻
っ
て
く
れ
る
こ
と
に
も
期
待
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た）
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町
で
は
こ
れ
ま
で
の
町
並
み
の
保
存
あ
る
い
は
再
生
を
前
提
と
し
た
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
そ
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
、

二
〇
一
二
年
に
策
定
さ
れ
た
「
ど
ぅ
な
ん
フ
ァ
ン
ド
基
本
構
想
」
で
あ
る
。
構
想
実
現
策
と
し
て
「
ど
ぅ
な
ん
フ
ァ
ン
ド
町
民
活
動
支
援

助
成
金
交
付
要
綱
」
を
制
定
し
、「
ど
ぅ
な
ん
フ
ァ
ン
ド
町
民
活
動
支
援
助
成
制
度
」
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
町
の
活
性
化
に
向
け
た
町
民
、

企
業
、
団
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
支
援
の
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
フ
ァ
ン
ド
の
創
設
策
で
あ
る
。
そ
の
原
資
と
し
て
考
え
ら
れ
た
も

の
が
ふ
る
さ
と
納
税
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し
て
「
ば
ん
た
ド
ゥ
ナ
ン
島
基
金
」
を
設
立
し
、
活
用
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の

で
あ
り
、
地
域
の
活
性
化
や
美
化
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
行
う
団
体
へ
の
助
成
を
行
う
制
度
で
あ
る
。

　

島
を
愛
す
る
人
た
ち
に
と
っ
て
伝
統
的
な
住
宅
が
並
ぶ
歴
史
的
町
並
み
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
住
民
の
住
ま
な
く
な
っ
た
古
民
家
を

そ
の
ま
ま
維
持
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
朽
ち
果
て
る
ま
ま
に
し
て
お
い
た
の
で
は
町
並
み
は
破
壊
さ
れ
て
し
ま
う
。
町
で
は
人
口
減

に
よ
り
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
古
民
家
は
解
体
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
そ
の
代
わ
り
に
解
体
し
た
古
民
家
の
資
材
を
ス
ト
ッ
ク
し
て
お

き
、
将
来
古
民
家
に
住
み
た
い
と
い
う
希
望
者
が
出
て
き
た
時
に
は
、
フ
ァ
ン
ド
を
利
用
し
て
古
民
家
を
再
生
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
過
疎
の
町
の
伝
統
的
町
並
み
保
存
に
対
す
る
新
た
な
企
画
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。



一
〇
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台
湾
と
の
国
際
交
流
は
、
沖
縄
県
の
本
土
復
帰
一
〇
年
後
の
一
九
八
二
年
、
花
蓮
市
と
の
「
姉
妹
都
市
」
締
結
に
始
ま
っ
た
。
一
九
四

五
年
か
ら
五
〇
年
に
か
け
て
与
那
国
町
と
台
湾
と
の
間
で
は
貿
易
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
日
本
政
府
か
ら
み
れ
ば
密
貿
易
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
一
八
九
五
年
に
日
本
に
割
譲
さ
れ
た
台
湾
に
と
っ
て
は
、
五
〇
年
に
わ
た
っ
て
日
本
領
土
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ま
で
の
慣
行
に
従
っ
た
貿
易
で
あ
っ
た
。
与
那
国
町
か
ら
は
尖
閣
諸
島
か
ら
の
木
材
な
ど
が
輸
出
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
実
際
に

は
、
与
那
国
町
は
「
沖
縄
島
（
沖
縄
本
島
：
著
者
注
）」
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
軍
需
物
資
と
、
台
湾
か
ら
の
コ
メ
、
砂
糖
、
茶
、
薬
品
な
ど

の
生
活
物
資
と
の
バ
ー
タ
ー
の
た
め
の
中
継
点
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
ろ
の
与
那
国
町
の
人
口
は
、
台
湾
か
ら
の
引
揚
者
も
多
数
に
上
っ
た
こ
と
か
ら
急
増
し
、
約
一
万
二
千
人
に
膨
れ
上
が
っ
て
い

た
。
貿
易
は
こ
れ
だ
け
の
人
口
を
抱
え
る
こ
と
を
許
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
貿
易
が
与
那
国
町
に
と
っ
て
大
き
な
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
、

一
九
五
〇
年
に
ア
メ
リ
カ
の
規
制
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
で
町
の
人
口
が
激
減
し
た
こ
と
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
貿
易
の
衰
退
と
国
境
の
取

り
締
ま
り
の
強
化
の
影
響
を
受
け
、
与
那
国
町
と
台
湾
と
の
交
流
は
表
面
上
は
途
絶
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
国
境
周
辺
の
海
域
も
荒

れ
る
こ
と
が
あ
り
、
台
湾
船
が
風
を
避
け
る
た
め
に
与
那
国
島
の
陰
に
は
い
る
こ
と
は
現
在
で
も
あ
る
。
そ
う
し
た
時
に
は
お
互
い
に
黙

認
し
て
海
上
の
安
全
を
守
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
こ
う
し
た
こ
と
を
理
由
に
外
国
人
が
上
陸
し
た
場
合
に
は
、
二
人
の
警

察
官
で
は
治
安
の
維
持
が
不
可
能
と
い
う
予
測
も
た
つ
。
こ
の
こ
と
は
、
の
ち
に
述
べ
る
与
那
国
島
へ
の
自
衛
隊
の
駐
留
の
必
要
性
の
理

由
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る）
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。

　

二
〇
〇
二
年
に
は
「
姉
妹
都
市
締
結
二
〇
周
年
」
の
親
善
交
流
が
行
わ
れ
た
。
二
〇
〇
七
年
に
は
花
蓮
市
に
「
与
那
国
町
役
場
在
花
蓮

事
務
所
」
を
開
設
し
、
台
北
へ
の
初
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
、
翌
年
に
は
花
蓮
へ
初
の
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
を
運
航
し
た
。
二
〇
〇
九

年
に
は
「
与
那
国
・
花
蓮
懸
交
流
発
展
協
会
」
が
設
立
さ
れ
、
協
会
を
通
じ
て
台
湾
の
肥
料
が
輸
入
さ
れ
た
。
二
〇
一
二
年
に
は
「
姉
妹



沖
縄
県
に
お
け
る
国
境
離
島
の
地
域
お
こ
し
（
山
田
）

一
〇
一

都
市
締
結
三
〇
周
年
」
行
事
が
開
催
さ
れ
、「
花
蓮
・
与
那
国
間
水
上
摩
托
車
（
水
上
バ
イ
ク
）
太
平
洋
横
断
二
〇
一
二
」
が
実
行
さ
れ
、

水
上
バ
イ
ク
三
五
台
と
伴
奏
船
一
隻
が
与
那
国
島
へ
到
着
し
た
。
日
本
と
台
湾
に
は
国
交
が
な
い
こ
と
か
ら
、
非
関
税
製
品
で
あ
る
砂
や

バ
ラ
ス
ト
の
輸
入
も
、
環
境
規
制
等
に
よ
る
数
量
制
限
の
た
め
あ
ま
り
動
き
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
花
蓮
港
で
は
バ
ラ
ス
ト
が
港

に
大
量
に
積
ま
れ
て
お
り
、
与
那
国
島
へ
の
輸
出
品
で
あ
る
と
の
説
明
を
受
け
た
。
花
蓮
市
と
蘇
澳
鎮
か
ら
は
交
流
や
公
益
を
含
め
た
活

発
な
交
流
の
要
請
が
来
て
い
る
。
台
湾
（
臺
灣
・
中
華
民
国
）
が
国
際
社
会
か
ら
認
知
さ
れ
る
た
め
に
も
、
外
国
の
都
市
と
の
交
流
を
望
ん

で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
日
本
政
府
に
は
目
立
っ
た
動
き
は
な
い
。

　

中
華
人
民
共
和
国
の
活
動
の
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
、
与
那
国
町
で
は
防
衛
省
の
要
請
も
あ
り
自
衛
隊
の
誘
致
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
二
〇
一
五
年
二
月
二
二
日
の
中
学
生
以
上
の
住
民
に
よ
る
投
票
の
結
果
、
賛
成
六
三
二
票
、
反
対
四
五
五
票
で
賛
成
が
上
回
っ

た
。
自
衛
隊
の
沿
岸
監
視
部
隊
は
一
〇
〇
人
程
度
の
規
模
で
あ
る
が
、
家
族
も
含
め
れ
ば
あ
る
程
度
の
数
に
な
る
。
基
地
以
外
の
設
備
の

整
備
も
進
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
人
口
の
二
割
弱
程
度
の
増
加
に
つ
な
が
る
自
衛
隊
の
配
備
は
、
地
域
活
性
化
の
手
段
の
一
つ
と
い
え
る

か
も
し
れ
な
い
。
与
那
国
町
に
先
ん
じ
て
自
衛
隊
の
部
隊
が
設
置
さ
れ
た
対
馬
で
は
、
こ
の
こ
と
で
地
域
活
性
化
に
役
に
立
っ
た
と
の
評

価
も
聞
か
れ
た
。
自
衛
隊
の
配
備
に
対
す
る
石
垣
市
と
与
那
国
町
の
動
き
に
は
ま
す
ま
す
注
意
を
払
っ
て
い
き
た
い）

11
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五　

国
境
問
題
と
漁
業
協
定

　

日
本
と
台
湾
（
臺
灣
・
中
華
民
国
）
の
漁
民
は
、
あ
る
時
期
ま
で
は
友
好
的
に
あ
る
い
は
共
同
で
仕
事
を
し
て
き
た
。
日
本
側
は
そ
の
時

期
を
一
九
七
二
年
の
沖
縄
の
本
土
復
帰
ま
で
と
し
て
お
り
、
台
湾
（
臺
灣
・
中
華
民
国
）
側
は
少
な
く
と
も
一
九
九
六
年
あ
る
い
は
二
〇
〇

五
年
と
し
て
い
て
、
か
な
り
時
期
的
に
は
違
い
が
あ
る
。
と
に
か
く
沖
縄
県
の
本
土
復
帰
以
前
は
、
領
土
問
題
は
な
い
こ
と
を
前
提
に
対



一
〇
二

話
が
進
め
ら
れ
て
き
て
い
た
こ
と
か
ら
、
両
国
漁
民
が
平
和
裏
に
操
業
が
で
き
て
い
た
の
で
あ
る）

1（
（

。

　

二
人
の
判
断
の
違
い
が
生
じ
た
要
因
の
一
つ
と
し
て
、
沖
縄
の
本
土
復
帰
に
関
し
て
、
時
の
台
湾
（
臺
灣
・
中
華
民
国
）
政
府
は
尖
閣
諸

島
を
台
湾
（
臺
灣
）
の
一
部
で
あ
り
、
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
い
い
始
め
た
こ
と
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
前
提
と
な
っ
た
も
の

が
一
九
六
八
年
の
「
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
（
Ｅ
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
）
の
報
告
書
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
尖
閣
諸
島
周
辺
の
海
底
に
は
石

油
を
は
じ
め
と
す
る
豊
富
な
資
源
が
あ
る
と
か
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
台
湾
（
臺
灣
・
中
華
民
国
）
ば
か
り
で
な
く
中
華
人

民
共
和
国
も
尖
閣
諸
島
の
領
有
権
を
声
高
に
叫
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

海
底
資
源
の
問
題
を
め
ぐ
る
対
立
は
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
、
領
海
の
範
囲
と
し
て
二
〇
〇
海
里
の
排
他
的
経
済
水
域
や
大
陸
棚
が
主
張

さ
れ
、
海
洋
国
家
の
権
益
が
大
き
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
東
シ
ナ
海
で
は
中
華
人
民
共
和
国
の
海
洋
進
出
と
不
当
な
領
有

権
の
主
張
に
対
し
て
、
日
本
も
明
確
な
行
動
を
と
る
必
要
に
直
面
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
特
に
、
一
九
九
二
年
に
中
華
人
民
共
和
国

は
「
中
華
人
民
共
和
国
の
領
海
及
び
接
続
水
域
法
」
を
制
定
し
、
接
続
水
域
の
拡
大
に
動
き
、
尖
閣
諸
島
を
自
国
領
域
と
す
る
東
シ
ナ
海

の
線
引
き
を
行
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
政
府
は
対
抗
措
置
を
と
る
こ
と
に
し
、
一
九
九
六
年
に
は
「
排
他
的
経
済
水
域
及
び
大
陸

棚
に
関
す
る
法
律
」
を
制
定
し
た
。
同
法
を
通
じ
て
日
本
政
府
は
、
自
国
領
土
の
保
全
策
に
動
く
こ
と
を
周
辺
諸
国
に
明
示
し
た
の
で
あ

る
。
同
法
に
よ
る
排
他
的
専
管
水
域
の
設
定
は
、
そ
こ
に
尖
閣
諸
島
が
は
い
る
こ
と
か
ら
、
法
的
に
も
制
度
的
に
も
尖
閣
諸
島
の
領
有
権

を
日
本
が
明
言
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
尖
閣
諸
島
付
近
の
海
底
油
田
確
保
に
向
け
て
、
中
華
人
民
共
和
国
は
二
正
面
作
戦
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
で
は

尖
閣
諸
島
を
明
確
な
中
国
の
領
土
の
一
部
で
あ
る
と
す
る
論
拠
を
作
り
上
げ
、
そ
の
領
有
権
を
理
不
尽
に
も
世
界
に
向
け
て
主
張
し
た
。

し
か
し
他
方
で
は
、
台
湾
（
臺
灣
・
中
華
民
国
）
が
中
華
人
民
共
和
国
の
領
土
の
一
部
で
あ
る
以
上
、
台
湾
（
臺
灣
・
中
華
民
国
）
に
帰
属
す



沖
縄
県
に
お
け
る
国
境
離
島
の
地
域
お
こ
し
（
山
田
）

一
〇
三

る
領
土
は
自
国
の
領
土
で
あ
る
と
の
主
張
も
繰
り
返
す
よ
う
に
な
っ
た
。
な
り
ふ
り
構
わ
ず
尖
閣
諸
島
の
み
な
ら
ず
沖
縄
県
も
領
域
と
す

る
理
論
さ
え
展
開
し
始
め
て
き
て
い
る
。
そ
の
中
華
人
民
共
和
国
の
海
上
活
動
が
顕
在
化
し
て
く
る
の
が
二
〇
〇
五
年
あ
た
り
で
あ
る
。

東
シ
ナ
海
で
は
、
徐
々
に
海
洋
へ
の
進
出
力
を
高
め
て
く
る
中
華
人
民
共
和
国
に
対
し
て
、
日
本
も
対
抗
手
段
を
と
る
必
要
が
認
識
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
日
本
の
取
り
締
ま
り
も
強
化
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る）
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日
本
側
と
台
湾
（
臺
灣
・
中
華
民
国
）
側
に
存
在
す
る
共
通
認
識
は
、
尖
閣
諸
島
付
近
で
は
八
重
山
地
域
の
漁
船
は
ほ
と
ん
ど
操
業
し
て

い
な
い
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
八
重
山
の
漁
民
は
近
海
漁
業
を
主
と
し
て
お
り
、
中
型
あ
る
い
は
小
型
の
漁
船
で
の
操
業
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
台
湾
漁
民
は
大
型
船
を
使
い
延
縄
で
操
業
し
て
い
る
こ
と
は
石
垣
市
職
員
も
認
め
て
い
る
。
八
重
山
漁
民
は
伝

統
的
な
ロ
ー
カ
ル
な
漁
法
で
操
業
を
行
っ
て
お
り
、
船
溜
ま
り
や
通
信
施
設
が
お
か
れ
て
い
な
い
尖
閣
諸
島
で
は
ほ
と
ん
ど
操
業
し
て
い

な
い
ば
か
り
か
、
す
る
こ
と
が
実
際
に
は
不
可
能
な
の
で
あ
る
。
問
題
の
中
心
は
、
資
源
の
枯
渇
の
危
機
を
い
か
に
し
て
回
避
す
る
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
台
湾
（
臺
灣
・
中
華
民
国
）
側
は
、
台
湾
漁
船
は
延
縄
で
の
操
業
が
中
心
で
あ
り
、
食
い
つ
く
魚
だ
け

を
取
っ
て
い
る
の
で
資
源
枯
渇
の
心
配
は
な
い
と
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
、
延
縄
の
長
さ
と
針
の
数
、
さ
ら
に
台
湾
漁
船
の
数
の
多
さ

も
問
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
心
配
を
排
除
す
る
た
め
に
も
日
台
（
臺
日
）
漁
業
協
定
が
必
要
と
さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

中
華
人
民
共
和
国
の
漁
船
の
尖
閣
諸
島
周
辺
で
の
操
業
へ
の
規
制
の
必
要
性
が
、
ま
わ
り
ま
わ
っ
て
台
湾
漁
船
へ
の
厳
し
い
取
り
締
り

へ
と
つ
な
が
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
日
本
と
台
湾
（
臺
灣
・
中
華
民
国
）
は
、
相
互
理
解
に
よ
る
安
全
操
業
の
確
保
を
求
め

て
「
日
台
（
臺
日
）
漁
業
協
定
」
を
締
結
す
べ
く
協
議
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
協
議
は
一
六
回
に
渡
っ
て
行
わ
れ
た

が
合
意
に
至
ら
ず
、
二
〇
〇
八
年
の
海
上
保
安
庁
の
巡
視
船
と
台
湾
漁
船
の
衝
突
事
件
が
発
生
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
〇
〇
九
年
に
中

断
さ
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
揺
り
動
か
し
た
も
の
が
、
二
〇
一
二
年
八
月
の
馬
総
統
の
「
東
シ
ナ
海
平
和
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」



一
〇
四

の
提
起
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
日
本
で
は
、
東
京
都
に
よ
る
尖
閣
諸
島
の
取
得
を
通
じ
て
周
辺
諸
国
と
の
間
で
起
こ
る
危
難
を
回
避
す

る
た
め
、
九
月
に
な
っ
て
野
田
内
閣
は
尖
閣
諸
島
の
国
有
化
に
ふ
み
き
っ
た
。
野
田
内
閣
の
尖
閣
諸
島
国
有
化
に
台
湾
（
臺
灣
・
中
華
民
国
）

政
府
も
、
中
華
人
民
共
和
国
も
反
発
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
の
尖
閣
諸
島
の
国
有
化
は
、
台
湾
（
臺
灣
・
中
華
民
国
）
政
府
と
中
華
人
民
共
和
国
政
府
の
共
同
歩
調
に
よ
る
日
本
攻
撃
を
発
生
さ

せ
る
可
能
性
を
生
じ
さ
せ
た
。
こ
う
し
た
危
険
を
回
避
す
る
た
め
に
、
一
〇
月
に
玄
葉
外
務
大
臣
は
「
台
湾
の
み
な
さ
ん
へ
」
と
題
し
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
、
日
本
政
府
の
行
動
に
対
す
る
理
解
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
動
き
か
ら
日
台
（
臺
日
）
漁
業
協
定
」
締

結
の
機
運
が
高
ま
り
、
第
三
回
日
台
（
臺
日
）
漁
業
委
員
会
で
、
二
〇
一
三
年
四
月
一
一
日
に
「
一
部
水
域
で
の
操
業
ル
ー
ル
」
が
合
意

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

馬
総
統
の
「
東
シ
ナ
海
平
和
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
は
、
関
係
国
が
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
争
議
を
棚
上
げ
に
し
、
東
シ
ナ
海
行
動
規
範
を
策

定
し
た
う
え
で
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
資
源
の
共
同
開
発
と
平
和
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
馬
総
統
が
九
月
七
日
に

発
表
し
た
「
東
シ
ナ
海
平
和
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
推
進
綱
領
は
、
二
国
間
、
多
国
間
の
漁
業
協
力
も
含
む
、
多
様
な
提
案
を
含
む
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
結
果
、
協
定
の
第
一
条
は
「
こ
の
取
り
決
め
は
、
東
シ
ナ
海
に
お
け
る
平
和
及
び
安
定
を
維
持
し
、
友
好
及
び
互
恵
協
力
を
推

進
し
、
排
他
的
経
済
水
域
の
海
洋
資
源
の
保
存
及
び
合
理
的
な
利
用
並
び
に
操
業
秩
序
の
維
持
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
と
い
う
も

の
で
、
馬
総
統
に
一
定
の
配
慮
を
し
た
も
の
と
い
え
る
。「
日
本
側
が
馬
総
統
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
評
価
し
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
し
た
こ

と
が
」
台
湾
側
を
安
心
さ
せ
、
妥
協
に
至
っ
た
と
判
断
で
き
る）

11
（

。

　

台
湾
（
臺
灣
）
の
漁
民
は
尖
閣
諸
島
周
辺
で
の
漁
業
を
望
ん
で
い
た
。
台
湾
（
臺
灣
）
が
日
本
の
領
土
で
あ
っ
た
時
に
は
自
由
に
操
業

で
き
た
海
域
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
春
の
マ
グ
ロ
漁
の
絶
好
の
漁
場
で
の
漁
業
権
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
台
湾
（
臺
灣
）
漁
民
に
あ



沖
縄
県
に
お
け
る
国
境
離
島
の
地
域
お
こ
し
（
山
田
）

一
〇
五

る
程
度
の
譲
歩
を
す
る
こ
と
は
、
中
華
人
民
共
和
国
と
台
湾
（
中
華
民
国
）
に
、
不
用
意
に
反
日
活
動
を
発
生
さ
せ
る
可
能
を
回
避
す
る

た
め
に
も
必
要
な
政
策
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
山
中
石
垣
市
長
は
、
尖
閣
諸
島
周
辺
の
平
和
が
何
よ
り
も
八
重
山
地
域
に
と
っ
て
大
切
な

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
政
治
的
判
断
に
は
批
判
は
し
て
い
な
い）

11
（

。
た
だ
し
、
両
国
漁
民
の
不
満
は
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新

た
な
協
定
の
締
結
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
を
受
け
て
、
二
〇
一
四
年
一
月
二
四
日
に
第
三
回
日
台
（
臺
日
）
漁
業
委
員
会
が
台
北
市
で
開
か
れ
、
両
国
は
協
定
合

意
水
域
に
お
け
る
操
業
ル
ー
ル
に
合
意
を
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
八
重
山
諸
島
北
側
の
三
角
水
域
と
久
米
島
西
側
の
「
特
別
協
力
水

域
」
の
一
部
で
日
本
漁
船
の
操
業
が
可
能
と
な
っ
た
。
た
だ
し
日
本
と
台
湾
（
臺
灣
）
の
漁
船
が
同
時
に
操
業
し
た
場
合
、
延
縄
の
関
係

で
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
危
険
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
側
が
主
張
し
た
船
の
間
隔
四
カ
イ
リ
（
約
七
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
が
全
水
域
に
適

用
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
も
っ
と
も
今
回
の
取
り
決
め
は
二
〇
一
四
年
の
四
月
か
ら
七
月
ま
で
の
期
間
（
春
の
マ
グ
ロ
の
漁
業
期
）

に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
二
〇
一
五
年
以
降
は
再
協
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た）

11
（

。

　

日
刊
水
産
経
済
新
聞
は
、「『
特
別
』
と
『
三
角
』
水
域
の
見
直
し
で
合
意
」
と
い
う
見
出
し
で
、
日
台
（
臺
日
）
漁
業
委
員
会
第
四
回

会
合
が
合
意
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
記
事
に
よ
る
と
「
日
台
漁
業
取
り
決
め
協
議
日
台
漁
業
取
り
決
め
水
域
に
お
け
る
操
業
ル
ー
ル

見
直
し
を
協
議
す
る
交
流
協
会
（
日
本
側
）
と
亜
東
関
係
協
会
（
台
湾
側
）
の
日
台
漁
業
委
員
会
第
四
回
会
合
が
四
日
か
ら
七
日
ま
で
東
京

で
開
か
れ
、『
特
別
協
力
水
域
』
と
、
八
重
山
北
方
の
『
三
角
水
域
』
の
ル
ー
ル
見
直
し
で
合
意
、
決
着
し
た
」
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

た
だ
し
「
日
本
側
が
強
く
求
め
て
い
た
取
り
決
め
適
用
全
水
域
で
の
『
船
間
距
離
四
カ
イ
リ
』
は
合
意
し
な
か
っ
た
」
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
「
当
初
は
六
日
決
着
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
話
し
合
い
は
難
航
し
、
七
日
未
明
に
な
っ
て
や
っ
と
ま
と
ま
る
と
い
う
厳
し
い
協
議
で
、

決
裂
を
回
避
し
た
」
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
結
果
、
当
分
の
間
、
八
重
山
地
域
の
日
台
（
臺
日
）
間
の
平
和
な
漁
業
の
営
み
は
確
保



一
〇
六

さ
れ
る
見
通
し
が
つ
い
た
と
い
え
る）

11
（

の
で
あ
る
。

六　

八
重
山
地
域
の
今
後

　

こ
の
よ
う
に
曲
が
り
な
り
に
も
漁
業
協
定
が
締
結
さ
れ
、
周
辺
海
域
の
安
全
が
確
保
さ
れ
た
八
重
山
地
域
に
と
っ
て
は
、
今
後
ど
の
よ

う
な
地
域
お
こ
し
を
展
開
し
て
い
く
か
が
課
題
に
な
る
。
漁
業
を
中
心
と
し
た
「
石
垣
島
の
振
興
策
」
の
策
定
は
、
漁
協
と
市
の
水
産
課

の
協
調
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
場
の
声
が
届
い
て
い
な
い
。
県
の
漁
協
の
振
興
策
は
国
の
補
助
金
の
獲

得
合
戦
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
振
興
基
金
は
施
設
整
備
す
な
わ
ち
箱
も
の
行
政
に
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
必
ず
し
も
現
場

や
地
元
の
声
が
届
い
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
も
っ
と
地
元
の
漁
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
や
り
方
が
必
要
で
あ
る
と
の
指
摘
を
受
け
た
。

　
「
例
え
ば
港
に
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
猛
暑
施
設
（
高
さ
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
長
さ
六
メ
ー
ト
ル
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
日
よ
け
）
が

作
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
沖
縄
の
日
差
し
は
き
つ
く
、
炎
天
下
の
作
業
の
た
め
に
は
日
よ
け
は
あ
っ
た
ほ
う
が
い
い
。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
大
き
さ
で
は
、
太
陽
の
位
置
に
よ
っ
て
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
作
る
な
ら
か
な
り
大
き
な
も
の
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
大
き
さ
で

は
邪
魔
な
だ
け
で
あ
る
。」、
ま
た
「
防
衛
予
算
の
使
用
に
お
い
て
も
、
そ
れ
を
漁
民
の
た
め
に
用
い
て
ほ
し
い
。
八
重
山
の
漁
民
は
国
境

の
島
周
辺
で
漁
業
を
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
守
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
も
の
に
し
て
ほ
し
い
。
国
防
と
は
い
え
地
元
住
民
の
仕
事
を

最
優
先
に
対
応
し
て
ほ
し
い
」
と
の
声
も
聴
か
れ
た
。

　

ま
た
、「
石
垣
島
の
観
光
業
の
発
展
に
は
漁
協
が
中
心
と
な
っ
た
取
り
組
み
も
必
要
だ
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
「
修

学
旅
行
客
の
よ
う
な
大
人
数
の
集
団
を
受
け
入
れ
る
と
、
同
じ
規
格
の
食
材
を
提
供
す
る
必
要
が
出
て
く
る
。
し
か
し
零
細
な
地
元
漁
民

で
は
一
定
の
大
き
さ
の
も
の
を
一
定
数
整
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
品
ぞ
ろ
え
が
で
き
な
け
れ
ば
均
等
な
食
材
を
逆
に
大
都
市
の
企
業



沖
縄
県
に
お
け
る
国
境
離
島
の
地
域
お
こ
し
（
山
田
）

一
〇
七

か
ら
買
い
入
れ
る
し
か
な
く
な
る
。
こ
れ
で
は
地
産
地
消
が
成
り
立
た
な
い
。
ど
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
の
か
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
と
の
声
を
聴
く
こ
と
が
で
き
た）

11
（

。

　

長
崎
県
の
上
五
島
町
や
五
島
市
で
は
民
泊
を
利
用
し
た
修
学
旅
行
を
受
け
入
れ
て
い
た
。
各
民
泊
に
五
・
六
人
を
宿
泊
さ
せ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
民
泊
先
で
家
主
が
考
え
た
も
て
な
し
を
す
る
と
い
う
。
食
事
も
待
遇
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
そ
れ
も
い
い
体
験
と
し
て
受
け
入
れ

ら
れ
て
い
る
と
聞
い
た
。
石
垣
市
は
大
き
な
ホ
テ
ル
や
旅
館
が
多
く
、
均
等
な
食
材
で
平
等
に
も
て
な
す
こ
と
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
が
、
自
然
の
中
で
地
元
の
生
活
を
訪
問
し
た
時
の
条
件
で
体
験
さ
せ
る
こ
と
も
考
え
て
み
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う

す
れ
ば
、
受
け
入
れ
先
さ
え
確
保
で
き
れ
ば
、
竹
富
町
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
島
に
客
を
分
散
さ
せ
る
形
で
、
多
く
の
客
を
一
度
に
受
け
入
れ

る
こ
と
も
可
能
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
発
想
の
転
換
も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る）

11
（

。

　

琉
球
処
分
を
断
行
し
た
際
に
、
明
治
政
府
は
清
朝
に
対
し
て
「
宮
古
・
八
重
山
」
す
な
わ
ち
先
島
諸
島
を
割
譲
す
る
と
い
う
提
案
を
し

た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
沖
縄
本
島
と
い
う
〈
周
辺
の
中
央
〉
を
領
域
化
す
る
た
め
に
両
先
島
（「
宮
古
・
八
重
山
」）

〈
周
辺
の
周
辺
〉
を
犠
牲
に
し
て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
政
治
判
断
が
あ
っ
た
証
拠
と
い
え
る
。
清
王
朝
を
見
た
場
合
、
北
京
が
清
朝
の
〈
中

央
〉
で
あ
り
、
福
建
は
〈
周
辺
〉
で
あ
る
。
そ
の
福
建
は
地
方
の
行
政
単
位
か
ら
い
え
ば
〈
中
心
〉
な
の
で
あ
り
、
臺
灣
（
台
湾
）
は
福

建
か
ら
み
れ
ば
〈
地
方
〉
と
な
る
。
北
京
と
臺
灣
（
台
湾
）
で
は
、
北
京
が
〈
中
央
〉
で
あ
れ
ば
臺
灣
（
台
湾
）
は
〈
地
方
の
地
方
〉
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
台
北
〈
地
方
の
地
方
の
中
央
〉
か
ら
み
れ
ば
花
蓮
や
蘇
澳
鎮
は
〈
地
方
の
地
方
の
地
方
〉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
八

重
山
地
域
で
い
え
ば
石
垣
市
〈
地
方
の
地
方
の
中
央
〉
か
ら
み
れ
ば
竹
富
町
の
島
々
や
与
那
国
町
は
〈
地
方
の
地
方
の
地
方
〉
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

　
〈
地
方
の
地
方
の
地
方
〉
こ
そ
、〈
中
央
〉
や
〈
地
方
の
中
央
〉
か
ら
は
ほ
と
ん
ど
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
地
域
で
も
あ
っ
た
と
い
え
る
。



一
〇
八

国
家
規
模
の
拡
大
と
、
制
度
規
則
の
整
備
等
に
よ
っ
て
国
境
が
強
く
意
識
さ
れ
、
国
境
を
超
え
た
〈
周
辺
〉
同
士
の
交
流
は
、
ア
メ
リ
カ

に
よ
っ
て
与
那
国
と
台
湾
（
臺
灣
）
の
交
易
が
断
絶
さ
れ
た
よ
う
に
、
断
絶
が
生
じ
る
可
能
性
が
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
れ
以

前
に
は
地
域
間
の
交
流
は
自
然
に
行
わ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
取
り
残
さ
れ
た
〈
周
辺
〉
に
は
独
自
の
伝
統
文
化
が
蓄
積
さ
れ
、
加
え

て
か
つ
て
の
交
流
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
あ
っ
た
〈
周
辺
〉
同
士
の
間
で
築
か
れ
た
伝
統
文
化
や
慣
習
な
ど
が
改
正
さ
れ
蓄
積
さ
れ
て
き

た
は
ず
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
も
の
を
再
確
認
す
る
こ
と
で
〈
周
辺
〉
の
独
自
文
化
を
確
認
し
た
り
、
交
流
に
よ
っ
て
築
か
れ
て
き
た
〈
周
辺
〉
同
士
の
絆

を
理
解
あ
る
い
は
再
発
見
す
る
こ
と
も
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
交
流
を
通
じ
て
新
し
い
地
域
文
化
を
通
じ
た
地
域
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
が
確
立
で
き
れ
ば
、
よ
り
独
自
性
を
持
っ
た
地
域
お
こ
し
が
実
践
で
き
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た

こ
と
を
理
解
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
地
域
お
こ
し
、
よ
り
広
域
的
な
全
体
的
な
地
域
お
こ
し
、
国
境
を
越

え
た
地
域
の
新
し
い
姿
を
作
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
何
を
生
か
し
て
そ
う
し
た
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
作
り
上
げ
る
か
が
各
地

域
に
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
他
の
地
域
を
模
倣
す
る
の
で
は
な
く
、
も
う
一
度
自
分
た
ち
の
地
域
を
複
眼
的
に
見
直
せ
ば
新
し

い
方
向
性
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
日
本
大
学
法
学
部
政
経
研
究
所
の
、
二
〇
一
三
（
平
成
二
五
）
年
か
ら
二
〇
一
五
（
平
成
二
七
）
年
の
三
年
計
画
で
実
施
さ
れ
て
い
る
共

同
研
究
「
東
ア
ジ
ア
と
日
本
政
治
」
の
中
で
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
三
月
に
沖
縄
県
八
重
山
地
方
の
石
垣
市
と
与
那
国
町
で
実
施
し
た
聞
き
取

り
調
査
の
」
と
、
二
〇
一
四
（
平
成
二
七
）
年
一
二
月
に
台
湾
（
臺
灣
）
の
花
蓮
市
や
宜
蘭
県
蘇
澳
鎮
で
実
施
し
た
聞
き
取
り
調
査
」
を
中
心
に
整
理

し
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
文
に
お
い
て
は
、
数
字
は
各
資
料
の
表
記
に
か
か
わ
ら
ず
漢
数
字
で
表
記
し
た
。
ま
た
単
位
を
表
す
記
号
も
カ
タ
カ
ナ
表
記
で
記
載
し
た
。
各
種



沖
縄
県
に
お
け
る
国
境
離
島
の
地
域
お
こ
し
（
山
田
）

一
〇
九

資
料
で
は
「
尖
閣
諸
島
」
と
「
尖
閣
列
島
」
が
混
在
し
て
つ
か
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
混
乱
を
避
け
る
た
め
に
す
べ
て
「
尖
閣
諸
島
」
に
統
一
し
て

表
記
し
た
。

（
１
）　

日
本
の
人
口
と
面
積
は
、
帝
国
書
院
「
統
計
資
料���

日
本���

面
積
・
人
口
」（https://w

w
w
.teikokushoin.co.jp/statistics/japan/�

index02.htm
l

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
２
）　

海
洋
面
積
を
含
ん
だ
日
本
の
領
域
の
国
際
比
較
に
お
け
る
順
位
を
、
山
田
義
彦
氏
や
海
上
保
安
庁
（「
北
海
道
の
海
の
知
識
」（http://w

w
w
1.

kaiho.m
lit.go.jp/K

A
N
1/soudan/w

an.htm
l

）
は
世
界
第
六
位
と
し
、Soft�Coral

（http://w
w
w
.h5.dion.ne.jp/~s_coral/w

ebm
aster/�

haitatekikeizaisuiiki.htm
l

）
は
第
七
位
と
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
面
積
に
つ
い
て
も
吉
田
氏
、
東
京
都
、
海
上
保
安
庁
で
は
若
干
異
な
っ
て
い
る
。

山
田
吉
彦
著
「
農
政
ト
ピ
ッ
ク���

Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
我
が
国
の
海
洋
安
全
保
障
に
与
え
る
影
響
」『
月
刊
Ｊ
Ａ
』（
二
〇
一
一
年
一
一
月
）、
山
田
吉
彦
著
『
日

本
の
国
境
』
新
潮
新
書
。
な
お
領
海
に
つ
い
て
海
上
保
安
庁
は
、
接
続
水
域
三
二
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
含
ん
だ
場
合
に
は
四
四
七
万
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
で
あ
り
、
領
海
四
三
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
接
続
水
域
を
除
い
た
排
他
的
経
済
水
域
を
約
三
七
三
万
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
し
て
い
る

（
海
上
保
安
庁
「
日
本
の
領
海
等
概
念
図
」
：http://w

atari.ti-da.net/e3091342.htm
l

）。

（
３
）　

東
京
都
総
務
局
『
東
京
諸
島
の
概
要
』（
平
成
一
四
年
）（http://w

w
w
.kouw

an.m
etro.tokyo.jp/jigyo/kaigan-plan/izu-ogasaw

ara/�
02.pdf#search='%

E6%
9D

%
B1%

E4%
BA

%
A
C%

E8%
A
B%

B8%
E5%

B3%
B6%

E3%
81%

A
E%

E6%
A
6%

82%
E8%

A
6%

81'

）

（
４
）　

沖
縄
環
境
経
済
研
究
所
『
琉
球
諸
島
を
世
界
遺
産
へ
』
沖
縄
県
文
化
環
境
部
自
然
保
護
課
発
行
「
琉
球
諸
島
の
範
囲
に
つ
い
て
」（http://

w
w
w
.pref.okinaw

a.lg.jp/site/kankyo/shizenryokuka/koen/docum
ents/h162_pam

phlet

）（p16-p30

）.

（
５
）　
「
代
表
渡
慶
次
明
の
よ
も
や
ま
ば
な
し
」（http://w

atari.ti-da.net/e3091342.htm
l

）
参
照

（
６
）　

東
京
都
総
務
局
、
前
掲
『
概
要
』、
小
笠
原
村
Ｈ
Ｐ
『
第
四
次
小
笠
原
村
総
合
計
画
』（http://w

w
w
.vill.ogasaw

ara.tokyo.jp/�
com

prehensiveplan/

）
参
照

（
７
）　

長
崎
県
「
な
が
さ
き
の
し
ま
・
な
が
さ
き
の
し
ま
Ｑ
＆
Ａ
」（http://w

w
w
.pref.nagasaki.jp/sim

a/qa/nagasaki-qa.htm
l

）

（
８
）　

沖
縄
県
文
化
環
境
部
自
然
保
護
課
、「N

ature�on�O
kinaw

a���

沖
縄
の
自
然
ガ
イ
ド���

森
と
海
の
不
思
議
な
生
き
物
た
ち
」（
冊
子
）（http://
w
w
w
.pref.okinaw

a.lg.jp/site/kankyo/shizenryokuka/hogo/nature_in_okinaw
a.�htm

l

）。



一
一
〇

（
９
）　

沖
縄
国
際
大
学
南
島
文
化
研
究
所
編
『
八
重
山
の
地
域
性
』（
南
島
文
化
研
究
所
叢
書
Ⅰ
、
編
集
工
房
東
洋
企
画
、
二
〇
〇
六
年
三
月
三
〇
日

発
行
、
一
頁

（
10
）　

沖
縄
県
の
長
所
部
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
環
境
経
済
研
究
所
、
前
掲
書
、
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
、「
島
嶼
別
面
積
」「
八
重
山
地
域
の
概
要
」（http://

w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/tochitai/tousho.htm
l

）、
南
大
東
島
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.vill.m

inam
idaito.okinaw

a.jp/pdf/youran-�
pdf/09_chisei.pdf

）、
な
ど
参
照

（
11
）　
「
日
本
の
旅���
四
七
選���

日
本
の
最
四
端
」（http://park10.w

akw
ak.com

/~zipangu21/j_trip/special/ew
sn_japan/ew

sn_japan.htm

（
12
）　

市
区
町
村
変
遷
履
歴
情
報
、
都
道
府
県
別
一
覧
【
沖
縄
県
】（http://uub.jp/upd/

）
参
照

（
13
）　

各
市
町
村
の
人
口
は
沖
縄
県
Ｈ
Ｐ
「
市
町
村
行
政
の
状
況
」、「
市
町
村
の
人
口
・
世
帯
数
・
面
積
」（
二
〇
一
二
年
八
月
九
日
更
新
）（http://

w
w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/kikaku/shichoson/2431.htm
l

）
参
照

（
14
）　

宮
古
市
「
宮
古
市
の
概
要
」（http://w

w
w
.city.m

iyakojim
a.lg.jp/syoukai/gaiyou.htm

l

）、
石
垣
市
「
お
ー
り
と
ー
り���

石
垣
市
」

（http://w
w
w
.city.ishigaki.okinaw

a.jp/hom
e/index.php

）、
与
那
国
町
「
日
本
最
西
端
の
島���

与
那
国
町
」（http://w

w
w
.tow

n.
yonaguni.okinaw

a.jp/

）、［
Ｆ
Ｒ
Ｏ
Ｇ�
ふ
ろ
っ
ぐ
］［
倉
庫
］「
各
都
道
府
県
庁
間
の
最
短
距
離-

東
京
（
新
宿
区
）
か
ら
の
各
都
道
府
県
庁
間
の
距
離

（http://w
w
w
.jp-ia.com

/_database/todoufukm
13.htm

l

）、「
尖
閣
諸
島
の
島
々
」（http://okinaw

ashim
adas.fc2w

eb.com
/okinaw

asenkaku.
htm

）、「
尖
閣
諸
島
の
住
所
」（http://blog.goo.ne.jp/m

em
o26/e/cf36cb8bae654f1be75f794e3f8dabd5

）
等
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
15
）　
「
都
道
府
県
別
の
合
併
の
進
捗
状
況
」『
市
町
村
合
併
資
料
集
』（http://w

w
w
.soum

u.go.jp/gapei/gapei.htm
l

）

（
16
）　

外
務
省
「
尖
閣
諸
島
」（http://w

w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/area/senkaku/pdfs/senkaku.pdf#search='%

E5%
B0%

96%
E9%

96%
A
3

%
E5%

88%
97%

E5%
B3%

B6'

）、
石
垣
市
「
統
計
い
し
が
き
」
等
を
参
照
し
整
理
し
た
。

（
17
）　

沖
縄
県
「
八
重
山
地
域
の
概
要
」（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/norin/norin-yaeyam
a-nosui/keikaku/yaeyam

anogaiyou.
htm

l

）

（
18
）　

沖
縄
県
『
八
重
山
要
覧
』（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/som
u/yaeyam

a/shinko/docum
ents/yaeyam

ayouran/�
yaeyam

ayouran.htm
l

）
と
沖
縄
県
企
画
統
計
部
「
平
成
22
年
国
勢
調
査
産
業
等
基
本
集
計
結
果���

沖
縄
県
の
概
要
」（http://w

w
w
.pref.�



沖
縄
県
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一
一
一

okinaw
a.jp/toukeika/pc/2010/sangyou/gaiyo.pdf#search='%

E6%
B2%

96%
E7%

B8%
84%

E7%
9C%

8C%
E3%

81%
A
E%

E7%
94%

A
3%

E6%
A
5%

A
D
%
E5%

88%
A
5%

E5%
B0%

B1%
E6%

A
5%

A
D
%
E8%

80%
85%

E6%
95%

B0'

）
参
照

（
19
）　

石
垣
市
『
統
計
い
し
が
き���

平
成
二
六
年
度
』（
第
三
七
号
）（http://w

w
w
.city.ishigaki.okinaw

a.jp/hom
e/kikakubu/kikaku/

toukei.htm
）、
沖
縄
県
、
前
掲
資
料
等
を
参
照
し
整
理
し
た

（
20
）　

沖
縄
県
「
八
重
山
地
域
の
水
産
業
の
概
況
」（http://w

w
w
.pref.okinaw

a.jp/site/norin/norin-yaeyam
a-nosui/26208.htm

l

）

（
21
）　

竹
富
町
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.tow

n.taketom
i.lg.jp/

）
参
照

（
22
）　

沖
縄
県
『
八
重
山
要
覧
』
参
照
。
な
お
日
帰
り
型
の
観
光
客
が
多
く
、
観
光
収
入
の
多
く
を
石
垣
市
に
奪
わ
れ
て
い
る
竹
富
町
の
状
況
を
、
呉

鍚
畢
氏
は
「
ピ
ノ
キ
オ
観
光
」
と
呼
び
、
改
革
の
必
要
性
を
提
言
し
て
い
る
。
呉
「
ピ
ノ
キ
オ
観
光
と
地
域
発
展
の
可
能
性
」
沖
縄
国
際
大
学
南
島

文
化
研
究
所
『
八
重
山
の
地
域
性
』（
南
島
文
化
研
究
所
叢
書
Ⅰ
）
編
集
工
房
東
洋
企
画
二
四
三
―
二
六
二
頁
参
照

（
23
）　

斎
藤
剛
史
著
「
教
科
書
の
採
択
権
は
誰
に
あ
る
の
か
～
沖
縄
・
八
重
山
地
区
教
科
書
問
題
を
め
ぐ
っ
て
」
内
田
洋
行
・
教
育
総
合
研
究
所
「
学

び
の
場.Com

」（http://w
w
w
.m

anabinoba.com
/index.cfm

/6,17520,13,htm
l

）
参
照
。
な
お
Ａ
社
が
育
鵬
社
で
あ
り
Ｂ
社
が
東
京
書
籍
で
あ

る
こ
と
は
、
著
者
が
加
筆
し
た
。

（
24
）　

文
部
科
学
省
Ｈ
Ｐ
「
義
務
教
育
諸
学
校
の
教
科
書
用
図
書
の
無
償
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
」（http://w

w
w
.m

ext.
go.jp/b_m

enu/houan/an/detail/1344707.htm
）
参
照

（
25
）　

八
重
山
地
域
の
一
体
化
を
目
的
と
し
た
合
併
計
画
や
、
石
垣
市
と
竹
富
町
の
合
併
計
画
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
石
垣
市
と
竹
富
町
の

間
に
は
、
広
域
行
政
の
展
開
に
関
す
る
あ
る
種
の
共
通
認
識
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
石
垣
市
で
は
二
〇
一
〇
年
二
月
か
ら

保
守
系
の
中
山
義
隆
氏
が
二
期
に
わ
た
っ
て
市
長
を
勤
め
て
い
る
。
他
方
竹
富
町
で
は
二
〇
〇
八
年
か
ら
革
新
系
の
川
満
栄
長
氏
が
町
長
を
勤
め
て

い
る
。
ま
た
与
那
国
町
で
は
二
〇
〇
五
年
か
ら
保
守
系
の
外
間
守
吉
氏
が
町
長
を
勤
め
て
い
る
。（
日
本
経
済
新
聞
二
〇
一
四
年
三
月
二
日
「
石
垣

市
町
選
、
現
職
の
中
山
氏
再
選���

与
党
が
勝
利
」、「
竹
富
町
の
あ
ゆ
み
」（http://w

w
w
.tow

n.taketom
i.lg.jp/tow

n/index.php?content_
id=9

）、
琉
球
新
報
８
月
12
日
「
与
那
国
町
長
選���

複
雑
な
民
意
受
け
止
め
よ
（http://ryukyushim

po.jp/new
s/storyid-210914-storytopic-�

11.htm
l

）
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。



一
一
二

（
26
）　

与
那
国
島
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.tow

n.yonaguni.okinaw
a.jp/

）、
与
那
国
島
基
本
情
報
（http://w

w
w
.tow

n.yonaguni.okinaw
a.jp/

donan-bunka/base/

）、
八
重
山
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合H

P

（http://w
w
w
.y-kouiki.com

/kousei_yonaguni.htm
l

）、「
竹
富
町���

市
町

合
併
と
役
場
移
転
に
関
す
る
住
民
投
票
（http://hom

epage1.nifty.com
/jj-junjun/taketom

i.H
T
M

L

）
な
ど
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
27
）　

石
垣
島
で
の
調
査
資
料
を
中
心
に
整
理
し
た
。
な
お
石
垣
島
へ
の
自
衛
隊
の
配
備
問
題
に
つ
い
て
は
「
八
重
山
日
報
」（http://w

w
w
.yaeyam

a-�
nippo.com

/%
E7%

89%
B9%

E9%
9B%

86/%
E8%

87%
A
A
%
E8%

A
1%

9B%
E9%

9A
%
8A

%
E5%

95%
8F%

E9%
A
1%

8C

）
参
照

（
28
）　

与
那
国
町
で
は
最
初
に
町
議
会
議
員
で
あ
る
糸
数
健
一
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
糸
数
議
員
に
は
島
内
を
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
ば
か

り
か
、
夜
に
は
自
宅
で
話
を
う
か
が
っ
た
。
議
員
の
御
協
力
に
深
く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
糸
数
議
員
も
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
一
人
で
あ
る
。

（
29
）　

与
那
国
町
『
与
那
国���
沈
黙
の
怒
濤���

ど
ぅ
な
ん
の
一
〇
〇
年
（
町
史
別
巻
Ⅰ
）』
一
九
九
七
年
や
若
林
敬
子
著
『
沖
縄
の
人
口
問
題
と
社
会

的
現
象
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
九
年
、
二
一
二
頁
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。
自
衛
隊
の
駐
留
は
糸
数
氏
か
ら
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。

（
30
）　

与
那
国
町
で
の
調
査
資
料
を
中
心
に
整
理
し
た
。
な
お
与
那
国
島
へ
の
自
衛
隊
の
配
備
問
題
に
つ
い
て
は
、
朝
日
デ
ジ
タ
ル
（http://w

w
w
.

asahi.com
/articles/A

SH
2P7K

V
ZH

2PT
PO

B004.htm
l

）
や8bitnew

s

「
八
重
山
郡
で
初
の
自
衛
隊
配
備
」（http://8bitnew

s.org/?p=1811

）

等
を
参
照
し
て
整
理
し
た
。

（
31
）　

日
台
（
臺
日
）
間
の
漁
業
問
題
等
に
関
し
て
は
、
石
垣
市
で
は
沖
縄
県
漁
業
士
会
会
長
の
比
嘉
康
雅
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
、
台
湾
（
臺
灣
・

中
華
民
国
）
で
は
宣
蘭
懸
延
縄
漁
業
協
會
總
幹
事
の
林
新
川
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
。

（
32
）　

中
華
人
民
共
和
国
の
「
中
華
人
民
共
和
国
の
領
海
及
び
接
続
海
域
法
」
に
つ
い
て
は
、
毛
利
亜
樹
「
法
に
よ
る
権
力
政
治���

現
代
海
洋
法
秩
序

の
展
開
と
中
国
」（http://w

w
w
2.jiia.or.jp/pdf/resarch/h22_Chugoku_kenkyukai/06_Chapter6.pdf#search='1992%

E5%
B9%

B4+
%
E4%

B8%
A
D
%
E5%

9B%
BD

%
E3%

81%
A
E%

E6%
B5%

B7%
E6%

B4%
8B%

E6%
B3%

95'

）
を
参
照
し
た
。

（
33
）　

川
島
貢
著
「『
歴
史
的
』
日
台
漁
業
協
定
の
締
結���

―
そ
の
以
後
と
課
題
」（nippon.com

：http://w
w
w
.nippon.com

/ja/currents/
d00081/

）

（
34
）　

櫻
井
よ
し
こ
著
「
尖
閣
諸
島
周
辺
海
域
の
日
台
漁
業
協
定
『
沖
縄
県
が
政
府
に
抗
議
』
の
真
相
」『
週
刊
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
』
二
〇
一
三
年
四
月

二
七
日
・
五
月
四
日
合
併
号
参
照



沖
縄
県
に
お
け
る
国
境
離
島
の
地
域
お
こ
し
（
山
田
）

一
一
三

（
35
）　
『
琉
球
新
報
』、「
日
台
漁
業
委
員
会
で
一
部
水
域
で
の
操
業
ル
ー
ル
に
合
意
」（http://ryukyushim

po.jp/new
s/prentry-218346.htm

l

）

（
36
）　

日
刊
漁
業
経
済
新
聞
（http://w

w
w
.suikei.co.jp/%

E3%
80%

8C%
E7%

89%
B9%

E5%
88%

A
5%

E3%
80%

8D
%
E3%

81%
A
8%

E3%
80%

8C%
E4%

B8%
89%

E8%
A
7%

92%
E3%

80%
8D

%
E6%

B0%
B4%

E5%
9F%

9F%
E3%

81%
A
E%

E8%
A
6%

8B%
E7%

9B%
B4%

E3%
81%

97%
E3%

81%
A
7%

E5%
90%

88%
E6%

84%
8F%

E3%
80%

81%
E6%

97%
A
5%

E5%
8F%

B0%
E6%

BC%
81/

（
37
）　

石
垣
市
で
の
聞
き
取
り
調
査
と
長
崎
県
上
五
島
町
と
五
島
市
で
の
聞
き
取
り
調
査
の
内
容

（
38
）　

藤
波
潔
著
「
八
重
山
と
台
湾
の
歴
史
的
関
係���

―
真
の
「
関
係
史
」
構
築
を
目
指
し
て
―
」『
八
重
山
の
地
域
性
』
二
二
一
―
二
四
一
頁
参
照
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